
第 2 3 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 5 年 5 月 2 7 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能辱輔弼機構 9 階ホ-ル

公益財団法人 日本医療機能言輔弼機構



○事務局 事務局でございます。 まだお見えでない先生もい ら っ しゃいますけれども 、 時

間 と な り ま したので、 始め させて頂き たい と思います。

本 日 はお忙 しい中、 お集ま り 頂き ま してあ り が と う ございます。 会議を開始致します前

に、 資料の確認を させて頂きたい と思います。

まず、 一番上にございますのが、 出欠一覧でございます。

それから 、 次第 と本体資料がホ ッチキスで留め られてお り ます。

続き ま して 、 資料 1 と 致 しま して 、 再発防止に関するアンケー ト集計結果と い う 資料が

ございます。

続き ま して、 資料 2 と 致しま して、 テーマに沿った分析に関する意見シー ト と い う 資料

がございます。

それか ら 、 委員の皆様には、 5 月 7 捌こ矛テわれま した第 3 回再発防止に関する報告書の

公表記者会見に関する報道記事をお配 り してお り ます。 それか ら厚生労働省か ら発出 され

た通知も一緒に と じ込んで机上に配付させて頂いてお り ます。 こ ち ら は委員の皆様のみの

配付と なっ てお り ます。

1 . 開会

○事務局 それでは、 定刻 と な り ま したので、 ただいまか ら第23回産科医療補償制度再発

防止委員会を開催致します。

こ こで池ノ 上委員長よ り 、 一言ご挨拶がございます。 よ ろ し く お願い致します。

○池ノ 上委員長 本田は、 委員の先生方、 お忙 しい中、 再発防止委員会にご出席頂き ま し

て、 誠にあ り が と う ございます。 第 3 回産科医療補償制度再発防止に関する報告書を先だ

って取 り ま と め る こ と ができ ま した。 先生方のご協力に心か ら感謝申 し上げたい と 思いま

す。

5 月 7 団こタ第 3 回再発防止に関する報告書を公法きする にあた り ま して、 私が本委員会を
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代表致しま して記者会見に臨みま した。 その と き の状況を簡単にご報告 させて頂きたい と

思います。

委員の先生方のお手元に 、 記者会見の報道の う ち主な記事を準備 させて頂き ま したので、

後でご参照頂ければと思います。

記者会見では、 報道 8社の皆 さんにご参加を頂きま した。 約 1 時間にわたって記者会見

が行われま したが、 報道の内容につき ま しては、 第 3 回報告書で取 り 上げま した 5 つのテ

ーマ、 臍帯脱出、 常位胎盤早期剥離、 子宮収縮薬、 新生児蘇生、 心拍数の聴取、 こ の 5 つ

のテーマを中心に進めよ う と致しま したが、 記者の皆様からの質問はほ と ん どが子宮収縮

薬の用法 ･ 用量についてのガイ ドライ ン と の関連、 つま り 基準が守 られていなかった事例

は何件かと い う 子宮収縮薬の用法 ･ 用量に関する質問がほ と ん どでございま した。

ただ、 私 と 致しま しても 、 子宮収縮薬、 特にオキシ ト シンにつき ま しては感受性に個人

差が、 大変幅がある と い う こ と を念頭に置いて、 た と え用法 ･ 用量を守って使っていても

過強陣痛の危険性はあ る ので、 ぜひ胎児の健常性の評価 と い う のを行っても らいたい。 す

なわち、 胎児の心拍数の存鶴認、 あ る いは連続モニタ リ ング、 そ う いった こ と を十分に頭に

置き なが ら行って頂き たい と い う こ と を 、 こ の報告書の中では強調 している と い う こ と で

お答えを致しま した。

第 3 回報告書の分析対象事例はその全てが子宮収縮薬について取 り 上げま した第 1 回の

報告書公表前の事例を原因分析委員会で分析したその結果をま と めて報告してお り ますの

で、 再発防止報告書に よ る注意喚起の効果 と い う も のについては、 まだ検証できていない

と説明致 しま した。 今後、 第 1 回 目 の報告書が出 された後の事例についての検証を行って

い く つも り ですと い う よ う なこ と を併せてご説明致しま した。

また、 記者会見後の報道関係者からの質問に関 しま しては、 子宮収縮薬の用法 ･ 用量の

基準を守 られていなかった事例がイ祚牛あったかと い う 、 そ う いった内容が中心でございま

した。 報道関係の皆様か らは、 子宮収縮薬、 特にガイ ドライ ン等の基準を守っているかど
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う か と い う こ と みこついての強い関心がおあ り だ と い う ふ 引こ思いま した。

私 と しま しては、 これだけ世間の皆様方の強い関心がある こ と も あ り ま して、 産科医療

関係者に子宮収縮薬を投与する際には、 先ほ ど申 しま した胎児心拍数のモニタ リ ング、 あ

るいは心拍数の聴取、 そ う いったこ と を しっか り と 管理 して頂きたい と 、 改めて感じた次

第でございます。 こ の こ と は今回の報道を通 じて私の感じた と こ ろでございますので、 産

科医療の現場の皆様にはこ う いった こ と を念頭に置き なが ら 、 脳性麻痺発症事例の再発防

止 と い う こ と みこ取 り 組んで頂きたい と い う ふ 引こ思いま した。

簡単ですが、 第 3 回の再発防止に関する報告書の記者会見に関する私からの報告を終わ

らせて頂き ます。 以上でございます。

○事務局 池ノ 上委員長、 あ り が と う ございま した。

それでは、 申 し訳ございませんが、 撮影はこ こ まで と させて頂き ますので、 よ ろ し く お

願い致します。

それでは、 進行のほ う を池ノ 上委員長、 よ ろ し く お願い致します。

○池ノ 上委員長 それでは議題に入 り ます前に、 第 1 回及び第 2 回の報告書公表後の関係

学会 ･ 団体での取 り組みがそれぞれ行われてお り ます。 委員の先生方か ら大体10分程度で

コ メ ン ト を頂ければと思います。 よ ろ しいで し ょ う か。

それでは、 まず、 日 本産科婦人科学会での取 り 組みについて、 岩下委員、 お願い致しま

す。

○岩下委員 お手元に資料があ る と 思いますけれども 、 産科婦人科学会のほ う では、 産科

医療補償制度に対する関心 と い う のは会員の皆さ ん非常に強 く て 、 一つには、 今年 5 月 に

行われま した、 ついこ の前終わ り ま した札幌での学術集会で産科医療補償制度についての

講演、 これは池ノ 上委員長ご担当でや られて、 その中で様々 な、 こ の再発防止委員会で取

り 上げられている よ う なテーマについて意見交換がな されま した。

それか ら 、 過去数回の再発防止委員会から の報告書にあ り ますよ う に 、 職能団体、 また
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学会に対する要望事項の中で、 会員の中に周知 して頂き たい と い う 項 目 が幾つかございま

すが、 そ う い う も のに関 しま しては、 例えばホームページに載せた り 、 また今度産婦人科

の診療ガイ ドライ ンの産科編と い う も のが次回改訂になる と い う こ と で、 今、 コ ンセンサ

ス ミ ーテ ィ ングを数次にわたって行ってお り ますけれども 、 そ う い う 中に新たな項目 を入

れて皆さんの意見を聞いている 。 それが出来上が り ま した らば、 それを会員の皆様に配付

または周知する と い う こ と でございます。

それか ら 、 同 じ く 本委員会から出ま した要望事項の中で、 メ ト ロ イ リ ンテルに関 しま し

て、 これは医会のほ う が中心で色々その事例の集積を当たって頂きま したが、 学会の方と

致しま して も 、 メ ト ロ イ リ ンテルの使用の有 り 無 し と い う ものが周産期登録事業の分娩の

取 り 扱いの中の項目 にデータ と して加え られた と い う こ と で、 そ う い う 意味で本会の要望

をでき るだけ反映していきたい と い う こ と で、 こ う い う 活動を行ってまい り ま した。 以上

です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 続き ま して 、 日 本産婦人科医会のほ う での取 り 組みを石渡委員長代理、 お願

い致します。

○石渡委員長代理 医会の方は、 医療安全の取 り 組み と して、 一つは平成16年か ら産婦人

科のイ爵発事例報告とい う のを行ってお り ます。 これは16年から始ま り ま したけれども 、 現

在は85%の偶発事例について把握 している状況で、 医療安全に向けての提言 ･ 注意を会員

に喚起している と こ ろであ り ます。

それから 、 その中から特に妊産婦死亡報告、 これは毎年50例ほ ど上がって く る わけであ

り ますけれども 、 妊産婦死亡事例に関 しては厚労省の統計よ り も我々 の集計の方が多い状

況であ り ま して 、 その中か ら考え られる医療安全に向けての提言、 これは母体安全の提言

と い う こ と で、 20 1 0年、 20 1 1年、 そ して今年は20 1 2年の提言を発刊する予定になってお り

ま して、 しかもその中の重要な点については、 いわゆる A 4 判の裏表で 日産婦医会の会報



の中にも挿入する 、 そ う い う 形を取ってお り ます。

次に、 産科医療補償制度についてであ り ますが、 速やかな情報の提供を会員に してお り

ます。 特に問題になってお り ます胎児心拍数陣痛図の判読についてであ り ますけれども 、

これはいわゆる分娩監視装置のモニターの読み方 と対応 と い う こ と でポケ ッ ト版、 これは

胸のポケ ッ ト に入る ぐ らいの大き さ の冊子ですけれども 、 これを 2 万部ほ ど作成 して全国

の会員、 産科施設等々 に配布 してお り ます。 助産師、 看護師、 コ メ ディ カルヘの生涯教育

の一環 と して こ う い う 事業を行ってお り ます。

毎年、 日 産婦医会が行ってお り ます学術集会、 その と き の生涯教育と して約 3 時間です

けれども 、 助産師 ･ 看護師に集中的な研修を行っているわけで、 そのシステム を使いま し

て全国の都道府県の産婦人科医会の色々 な集会の と き にそれを利用 して欲 しい と 、 そ う し 、

う よ う な運動を している と こ ろであ り ます。

それか ら 、 も う 一つは新生児蘇生についてであ り ますけれども 、 これは平成22年 ･ 23年

度の コ メ ディ カルの生涯教育、 こ こ もこ新生児蘇生に関わる講習会を開催してお り ます。 毎

回100名程度の参加者があるわけですけれども 、 新生児の蘇生法、 アルゴ リ ズム、 こ のポ

ス ターは、 また各分娩室、 全ての分娩室に掲示 してお り ま して 、 新生児蘇生について注意

を しているわけであ り ます。

それから 、 も う 一つ、 臍帯脱出 と メ ト ロ イ リ ンテルの関係であ り ますけれども 、 これは

平成24年度に調査を行いま して、 こ の と き は回答 した と こ ろの分娩数が約54万ほ どの分娩

数 と い う こ と であ り ま した。 その中で過去 5 年間に遡 り ます と 、 約308例の臍帯脱出がご

ざいま した。 平成24年につき ま しては60例であ り ま して、 これは54万7, 000の分娩に対し

て0 . 0 1 %の頻度で臍帯脱出が起こ っ てお り ます。 その中でメ ト ロ が使用 されたのがlo例。

そ う しますと 、 これは0. 03%であ り ま して、 オッズ比は3 . 74。 やは り 、 メ ト ロ は注意深く

使わない と リ ス ク があ る と い う こ と 。

それから も う 一つは、 注入量が40m1以下では発生しない と い う こ と が分か り ま した。
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最後に、 5 年分の詳細な調査分析 と い う こ と を現在行っている と こ ろであ り ます。

以上が、 産婦人科医会の取 り組みであ り ま して 、 今後 と も産科医療補償制度、 あ るいは

妊産婦死亡等々 の報告事業から上がって く る 医会への提言、 あ るいは改善策等々 について

は、 積極的に取 り 組んでいきたい と い う ふ う もむ思っ てお り ます。

今後は、 今年度、 検討している と こ ろであ り ますけれども 、 医療安全支援システム、 こ

れは仮称であ り ますけれども 、 医療安全システムを構築する計画を立てて検討している と

こ ろです。

その 目 的は、 重大な事故が発生 した医療機関に対して再発防止及び医療安全対策を支援

する。 そ して 、 その支螂聞幟と しては、 今、 日 産婦医会医療安全部及び都道府県の産婦人

科医会の医療安全部、 その他の協力団体でお願い したい と い う ふ 効こ思ってお り ます。

対象は、 産科医療補償制度における脳性麻痺事例等で今後の再発防止に向けて改善が強

く 望まれる 、 あ るいは急いで改善する必要がある 、 そ う い う ネ機関が対象になる と思います。

支援の方法については、 改善点を注意する と い う こ と 、 あ るいは改善を求めてその結果

の報告を求める 。 あ る いは医療機関に直接赴いて、 直接指導 ･ 改善を求めてその結果を報

告する。 こ の よ う な計画を立てているわけであ り ま して、 今年度の後半ぐ らいには実際に

新システムが稼働するのではないか と い う ふ う に思ってお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 続き ま して、 日 本周産期 ･ 新生児医学会での取 り 組みを 田村委員、 お願い致

します。

○田村委員 日本周産期 ･ 新生児医学会におき ま しては、 こ の補償制度の最初の発案者で

あ り ます岡井先生が産科幹事をお務めになってお られま して、 現時点でも私 と板橋委員が

理事、 それか ら委員長の池ノ 上先生 と岩下委員が元理事と い う こ と で、 こ の産科医療補償

制度については積極的に取 り 組んできたつも り でございます。 毎年行われます学術総会や

シンポジウムにおき ま しても 、 必ずシンポジウムや特別講演 と い う よ う な形でこの産科医



療補償制度について会員に紹介する と い う こ と を させて頂き ま した。

それから 、 新生児蘇生法に関 しま しては、 我々 の学会が中心になって新生児蘇生法の普

及事業を2007年から行ってお り ます。 第 1 回の報告書におき ま しては、 ほぼ我々 が行って

いる 内容の事業で、 基本的には再発がそれな り に防止でき る のではないか。 それをき ちん

と 守っ ていない と こ ろで と色々 ト ラ ブルが起きているのではないかと い う よ う な こ と をご

報告して頂き ま して、 我々安心 してお り ます。 今回の第 3 回の報告書では、 気管挿管 とか

ア ド レナ リ ンの誤投与と か、 今まで我々 の講習会事業では時間的な制約も あっ て十分時間

を割けなかった部分についても色々注意喚起が されま して、 我々 の講習会の中でも う 少 し

力を入れなき やいけない と い う ふ う に、 反省 している と こ ろです。

今度 7 月 に岩下委員が主催されます第49回の 日本周産期 ･ 新生児医学会の時に、 こ の蘇

生法委員会を開催して、 第 3 回の報告書の新生児の蘇生の部分について、 これか ら ど う い

う ふ う に取 り 組むべきかを、 検討したいと思ってお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 続き ま して、 日本看護協会での取 り 組みにつき ま して福井委員、 お願い致し

ます。

○福井委員 日 本看護協会では、 再発防止に関する報告書からの学びと い う こ と を題材に

しま して研修会を開催してお り ます。

それから 、 分娩に携わる全ての看護職が新生児蘇生法を獲得でき る よ う に 、 看護職のイ

ンス ト ラ ク ター研修受講支援を行ってまい り ま した。 特に 、 助産師のイ ンス ト ラ ク ター研

修受講に際 しての推薦団体は、 日 本助産師会 と 日本助産学会が優先団体でございま したの

で、 都道府県の看護協会か ら も推薦頂ける様に致しま した。 都道府県看護協会でも産科医

を講師と致しま して、 胎児心拍数陣痛図の読み方 と対応に関 して各種研修会等々 の支援を

行っている と こ ろです。

こ の他再発防止に関する報告書を本会のホームページに掲載させて頂いた り 、 再発防止
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委員会か ら の提言と い う ろ研修会等を行ってお り ます。

再発防止に関する普及啓発活動を計画的に行ってはお り ますが、 まだまだ、 行き渡って

いない と い う 状況だと感 じてお り ま して 、 平成25年度の事業 と しては、 都道府県でさ 拭こ

取 り 組みが推進 していける よ う な委託事業も開始した と こ ろです。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 日 本助産師会での取 り組みにつき ま して、 村上委員、 お願い致します。

○村上委員 日本助産師会は、 助産師会本部 と都道府県の助産師会でそれぞれに年に複数

回、 リ ス ク マネジメ ン ト研修会を開催してお り ますが、 主に新生児蘇生法や母体の救急に

関する研修、 あ るいは胎児心拍数陣痛図の判読 と対応等に関するぞ彌修が広 く 実施されてお

り ます。

特に、 新生児蘇生法や母体救急に関する研修に関 しま しては、 助産師自身がイ ンス ト ラ

ク ター と して役割を果たすよ う な こ と ができ る よ う に と い う こ と で推薦する助産師が増え

てお り ます。

また 、 原因分析報告書の要約版であ る と か、 あ るいは再発防止に関する報告書を基に し

て事例を作成し、 参加者と と も に事例分析を行っているんですけれども 、 その ワーク を通

じて助産師と して事故防止や再発防止に向けて何ができ る のかと い う こ と を考えて実践を

考察する機会を提慈供してお り ます。

さ ら には、 年 4 回発刊 される機関誌 『助産師』 において 、 助産師の教訓 と なる原因分析

報告書の要約版である と か、 あ るいは再発防止に関する報告書で取 り 上げたテーマに関連

した主に助産所の事例を紹介して、 次に事故防止に繋げる よ う なこ と “こ繋げてお り ます。

加えて現在、 助産所業務ガイ ドライ ンを改訂中でございますが、 そ こ におき ま して も再

発防止に関する報告書の内容を参考に して、 ガイ ドライ ンの内容を検討している と い う こ

と がございます。

あ と 、 一昨 日 、 5 月 25 日 に徳島県で開催されま した 日 本助産師学会におき ま しては、 再



発防止委員会から の報告 と して、 私 と福井委員 と の連名で常f湖舘盤早期剥離の保健指導に

ついて と い う 内容で発表 させて頂き ま して、 各参加者の方に啓蒙活動を行ってまい り ま し

た。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

ただいま 、 ご報告頂きま した各委員の先生方、 それぞれの関係学会、 あるいは団体にお

いて大変重要な役割をそれぞれ果た してお られる先生方でございます。 今後もぜひ活動を

継続して頂き ますよ う 、 お願い申 し上げます。

また、 こ の再発防止委員会 と しま しても 、 それぞれの関係学会、 団体等に参考に して頂

ける よ う な報告を引 き続き 出 していけ る よ う に努力 してまい り たい と思ってお り ますので、

ど う ぞよ ろ し く お願い致します。

それでは、 事務局のほ う か ら何かあ り ますで し ょ う か。

0事務局 源) 1 点、 お手元の報道資料の下に厚生労働省か らの通知文があ るかと思い

ます。 第 1 回 と第 2 回に続き ま して第 3 回報告書につき ま して も 、 厚生労働省のほ う から

再発防止に関する報告書の公甥旻について と い う こ と で、 各関係団体や都道府県等に通知文

発出をいただいてお り ます。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 その他何かございますで し ょ う か。 よ ろ し ゅ

う ございますか。 何かご報告頂 く よ う な事。

それでは、 本 日 は、 再発防止に関するアンケー ト の集計結果の報告 と 、 それから第 4 回

の今後の再発防止に関する報告書のテーマの選定に移 り たい と 思います。 ど う ぞよ ろ し く

お願い致します。

それでは、 議事の1) に入 らせて頂き ます。 再発防止に関するアンケー ト の集計結果につ

いて 、 お願い致します。 事務局、 よ ろ し く お願い します。

2 . 議事
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1 ) 再発防止に関するアンケー ト の集計結果について

0事務局 源) それでは、 まず、 本体資料の 事ページをご覧下さい。 1 ) の再発防止に関

するアンケー ト の集計結果についてでございます。

前回 3 月 の委員会で速報版をご案内 してお り ますが、 今回は確定版と な り ます。 速報版

の時よ り も総回答数が若干増えてお り ます。 また 、 前回はまだ集計できていませんでした、

取 り 上げて欲しいテーマな どの集計も追記を してお り ます。

それでは、 改めて 目 的か ら振 り 返らせて頂きたい と 思います。

( 1 ) 目 的です。 分娩機関において ｢再発防止に関する報告書｣ な どが産科関係者に周知

されているか、 日 々 の診療や研修などに活用 されているか、 こ う いったこ と ルこついて調査

を行い、 今後の再発防止の取 り 組みに活かすこ と を 目 的にアンケー ト を実施致しま した。

ア ンケー ト の実施については1 2月 の委員会で審議を頂いてお り ます。

続いて、 対象です。 制度加入分娩機関3, 3 1 9施設、 これはアンケー ト 当時の数ですが、

その中で病院 (300施設) 、 診療所 (300施設) 、 助産所 (442施設) の合計1 , 042施設を対

象に実施を してお り ます。

実施時期については、 今年の 1 月 か ら 2 月 にかけて実施を致しま した。

4 番の調査方法ですが、 病院と診療所については無作為に抽出 したそれぞれ300施設、

助産所は全ての442施設に郵送で調査を実施しま した。 回答方式は無記名式と してお り ま

す。

ただし、 回答者の属性が分かる よ う " こ と い う こ と で、 分娩機関の種別、 それと病院につ

いては救急指定、 周産期指定の欄を設けてお り ます。

5 番が結果です。 まず、 回答率ですが、 病院、 診療所、 助産所共に約50%の回答率でし

た。 合計53 1件の回答を得てお り ます。 前回速報版では5 19件で したが、 最終的に53 1件 と

なってお り ます。

2 つ 目 の○で、 回答があ り ま した病院149施設の う ち 、 救急指定については二次救急施



設が5 l% (76施設) 、 三次救繖編設が22% (33施設) と い う 状況で した。

また、 ｢周産期指定｣ については、 総合周産期が 9 % (14施設) 、 地域凋産期が29%

(43施壽設) と なっ てお り ます。

続いて、 2 ページに集計結果の概要がございます。 こ の記載内容も含めて、 資料 1 のほ

う で主な項 目 の結果をご紹介したい と 思います。 資料 1 を ご覧頂けますでし ょ う か。

まず、 資料 1 の上段の分娩機関の種別は、 先ほ どご説明の通 り です。 当初、 回答率は 3

分の 1 程度を見込んでいま したが、 最終的に約半数か ら回答を得ま した。

まず、 集計結果の問 1 ですが、 間 1 については ｢ 『再発防止に関する報告書』 な どをご

覧にな り ま したか｣ と い う 問いです。 こ こ の選択肢の 定番、 2 番を見て頂き たい と思いま

すが、 第 1 回、 第 2 回報告書を読んだと い う 回答は、 病院で約 7割、 診療所で約 8 割、 助

産所で約 9割 と 、 施設規模が小 さ く なる ほ ど高い結果と なってお り ます。

続いて、 結果の 2ページをご覧頂けますで し ょ う か。 間 鋼こな り ます。 間 4 で ｢ 『再発

防止に関する報告書』 は役に立っていますか｣ と い う 問いですが、 1 番の ｢役に立ってい

る ｣ 、 あ るいは ｢ どち ら か と い う と役に立っている ｣ と の回答が、 病院で65% 、 診療所で

67% 、 助産所で8 1% と なってお り ます。

｢役に立っている理由は何ですか｣ と い う 問いが、 間 5 にな り ますが、 役に立っている

理由 と しては、 2 番の ｢実際の事例を基に した報告書であ り 提言内容に説得力があるか

ら ｣ と い う 回答が一番多く なってお り ます。

また 、 間 鋼こ戻 り ま して、 4 番の ｢ どち らか と い う と役に立っていない｣ 、 あ るいは

｢役に立っていない｣ と い う 回答が、 病院で1 1%、 診療所で 7 %、 助産所で約 4 % と なっ

ています。

役に立っていない理由が、 今度は間 6 にな り ます。 こ ち ら については回答数が非常に限

られますが、 1 番の ｢脳性麻痺発症の原因や再発防止に関する新たな知見や情報が得られ

ないか ら ｣ と の回答が多 く なってお り ます。
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続いて、 3 ページをご覧下さい。 ｢再発防止報告書｣ に記載されている ｢産科医療関係

者に対する提言｣ に取 り 〉組まれま したか と い う 問いですが、 主番の ｢既にほ と ん ど取 り 組

んでいる ｣ あ るいは 2番の ｢すでに一部取 り 組んでいる ｣ を合わせますと 、 病院 と診療所

で約65%、 助産所では75%が取 り 組んでいる と い う 結果です。 3番の ｢ これか ら取 り 組む

予定であ る ｣ までト含めます と 、 ほ と ん どの施設が提言に対応 している と の結果を得てお り

ます。

続いて、 間 9 の昨年12月 に送盪寸 しま した妊産婦向けの早業Jチラ シの活用状況です。 こ こ

については 3番の ｢今後活用する予定である ｣ と い う と こ ろまで含めますと 、 約 8 割の施

設で活用 されている と の結果です。

それでは 4ページをご覧下さい。

間1 3です。 ｢ これまでに取 り 上げた内容やテーマで特に関心をも ったものは何ですかJ

と い う 問いですが、 関心が高かったもの と しては 2番の ｢脳性麻痺発症の主たる原因｣ 、

そ してテーマの中では 3番の ｢分娩中の胎児心拍数聴取について｣ と 、 4番の ｢新生児蘇

生について｣ が高 く なっ てお り ます。 また 8番の ｢早荊の保健指導について｣ も 、 助産所

ではかな り 関心が高い結果 と なっ てお り ます。

続いて間14の 、 今後、 取 り 上げて欲しいテーマは何ですかと い う こ と については、 後ほ

どのテーマ選定で灘即し させて頂き ます。

続いて一番下の間1 5の ｢再発防止に関する報告書｣ の送付部数に関する問いですが、 必

要部数については、 前回ご報告の通 り 、 5 ページの結果を受けま して、 従来は各分娩機関

に 1 冊ずつの送馨寸で したが、 先般、 送付しま した第 3 回報告書については、 病院について

は 3 冊、 診療所については 2 冊、 助産所については従来通 り 1 冊 と い う 形で送盪寸を行って

お り ます。

最後が、 5 ページの間1 6にな り ます。 その他、 再発防止に対する ご意見 ･ ご要望ですが、

主な内容についてはこ こ に記載の通 り でございます。 以上でございます。
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○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

ただいま説明頂き ま した こ と について質問、 あ るいはご意見、 ございま した らお願い致

します。 いかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございますか。 特にご発言がなければ、 ま た後で

テーマ選定の と き にも問1 4 も参考に して頂き なが ら ご議論頂きたい と思います。

それでは、 議事の2) についてでございます。 ｢第 4 回再発防止に関する報告書｣ のテー

マの選定について と い う こ と で、 事務局のほ う から説明を頂き ます。

2 ) ｢第 4 回再発防止に関する報告書｣ のテーマの選定について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 本体資料の 2ページをご覧下さい。 また 、 先

ほ どご説明 させて頂きま した資料 1 の 4 ページの間14 、 またA 3 用紙でご用意してお り ま

す資料 2 を ご覧頂きなが らお願い致します。

では、 本体資料の 2 ページ、 2 ) ｢第 4 回再発防止に関する報告書｣ のテーマの選定に

ついて。 ( 1 ) これまで報告書等で取 り 上げたテーマについて記載を してお り ます。

第 1 回 目 は、 分娩中の胎児心拍数聴取について、 新生児蘇生について、 子宮収縮薬につ

いて、 臍帯脱出について取 り 上げま した。 こ ち ら は20 1 1年 8 月 に公法き してお り ます。

本体資料 3 ページをご覧下さい。 第 2 回につき ま しては、 吸引分娩について、 常イ湖鋭盤

早期剥離の保健指導について、 診療録等の記載について、 20 1 2年 5 月 に公表 してお り ます。

また、 常f瑚台盤早期剥離の保健指導についてを妊産婦向けの提言チラシと致しま して20

1 2年12月 に公表 してお り ます。

第 3 回の報告書につき ま しては、 第 1 回に取 り 上げま した 4 テーマに加え、 第 2 回で取

り 上げま した常‘湖銚鑿早期剥離について再度取 り 上げた形と な り 、 本年 5 月 に公糘そ してお

り ます。

2 ) 第 4 回報告書のテーマ選定について、 資料 2 のをご覧頂きなが らお願い致します。

資料 2 ｢テーマに沿った分析｣ に関する意見シー ト と い う こ と で、 先生方から事前にご
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意見を伺い、 その結果を取 り ま と めたも の と なってお り ます。 取 り 上げたいテーマ、 また

取 り 上げたい理由な どを記載してお り ます。 1 番か ら 4 番までが、 子宮内感染、 繊毛膜羊

膜炎等も含む感染について。 5 番か ら 7番と して、 子宮破裂について。 8 番から l o番 と し

て、 ク リ ステ レルについて。 早副、 臍帯因子等 と続いてお り ます。

また、 先ほ どご覧釘頁き ま したアンケー ト の間14で、 加入分娩機関のアンケー ト の結果と

して上がってきた取 り 上げて欲 しいテーマについて、 主な内容を記載してお り ます。 間14

の主な内容 と して、 羊水塞栓、 早期母子接触、 感染、 産科出血、 新生児管理、 妊娠高血圧

症候群、 T O L A C 、 吸引鉗子分娩、 ク リ ステ レルな どが挙げ られてお り ます。

本体資料のにお戻 り 頂けますで し ょ う か。 ( 3 災こ 、 これまでの委員会におけるテーマ選

定に関する主なご意見を記載してお り ます。

1 つ 目 の○、 これまでに取 り 上げたテーマ も定期的に分析し傾向を見てはど う か。

2 つ 目 、 これまでに取 り 上げたテーマを再び分析する にあたっては、 件数だけを掲載す

る と数字が独 り 歩きする こ と が懸念されるため、 件数だけではな く 丁寧な分析が必要であ

る 。

3 つ 目 、 取 り ま と めにあたっては、 学術的根拠が必要なもの と 、 現在このよ う な こ と が

起こ っ ている と い う情報提供と を分けて考える必要がある。

4 つ 目 、 再発防止委員会から提言 した こ と が実際の医療現場に どの よ う に反映されたか

評価し、 フ ィ ー ドバ ッ クする必要があるのではないか。

5 つ 目 、 胎児心拍数陣痛図については、 他のテーマ と も 関連させて取 り 上げてはど う か。

6 つ 目 、 将来的には、 正常分娩のデータ と の比較が必要である。

と い う ふ う なご意見を今まで頂戴してお り ます。 説明は以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

ただいま説明 して頂き ま した、 今回取 り 上げて次の報告書に向けて議論して頂き ますテ

ーマの選定についてでございますが、 いかがで し ょ う か。 先生方からのご意見をお伺い し
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たい と思います。

○石渡委員長代理 このテーマに沿った分析の意見シー ト の と こ ろですけれども 、 私のほ

う からは、 周産期医療体制の状況についてを取 り 上げた ら ど う かと思 う んですれ

例えば、 常{湖鍋蓋早期剥離であれ、 産科救急的な出血であれ、 結局、 病診連携、 あ るい

はその地域の周産期医療システムが稼働していない と 、 速やかな搬送もでき ませんし、 そ

う い う 中で脳性麻痺が発生している 、 そ う い う 事例も あるわけですから 、 周産期医療シス

テムがその地域地域に よ ってできているかど う かと い う こ と も含めて検討してはど う かと

い う ふ う に思います。

あ と も う 一つは、 輸血用の血液の供給ですけれども 、 いわゆる血液センター等々 の統漉

合が起こ っ て、 地域に よ っては輸血用の血液の供給が十分でき ないよ う な と こ ろ も あ り ま

すので、 周産期救急医療システム と それから輸血用の血液の供給システム と 、 その辺の と

こ ろ を少 し調査してみてはど う か と い う ふ う に思います。

も う 一つは、 今、 問題になってお り ますク リ ステ レルの児圧出法ですけれども 、 こ の前

の合同の学術集会の中でも 、 これがテーマ と して取 り 上げられま したけれども 、 やは り

様々 な手法でやられてお り ます し、 ク リ ステ レルによ って児の状況が悪化している事例も

見 られますので、 取 り 上げてはど う か と い う ふ う に思います。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

ただいま石渡委員長代理か ら は診療体制の問題、 こ の体制の中には輸血のセンターに関

する血液供給のシステム も含めて と い う こ と でございますが、 あ と 、 ク リ ステ レル子宮底

圧出法、 これ ら はいかがかと い う ご提案でございますが、 これにつき ま していかがで し ょ

う か。

○田村委員 今の石渡委員長代理の提案の中で、 特に “周産期医療体制" 、 これは搬送も

含めて、 全国的に周産期医療はそれな り る こ充実する方向に向かっている と は思 う んですけ

れども 、 その分だけ逆に地域格差が非常に 目 立っ ている。 我々 のいる埼玉県も 、 分娩数と
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か赤ちゃんの数に比 しますと恐 ら く 全国でも最低レベルの状況です。 ですから 、 ぜひこの

“周産期医療体缶r は地域格差も含めてご検討頂ければ≧思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にご発言いかがで し ょ う か。

岩下委員も体制の こ と を挙げてお られますが、 いかがですか。

○岩下委員 石渡委員長代理の提案に賛成致します。 こ こ に書き ま したのは、 当然、 診療

体制が一人の と こ ろ と 二人、 三人、 また総合周産期センターの中で当然違 う わけで、 そ う

いった場合、 石渡委員長代理が言われたよ う “こ 、 その搬送システムが確立されているかど

う か と い う こ と 。

それか ら あ と 一つ、 私が懸念している のは、 扱 う 妊婦さんの リ ス ク度、 ハイ リ ス ク 女轉賑

なのかど う なのかとい う こ と で、 一人体制の よ う な診療所で リ ス ク の高い妊婦さ んを扱っ

ている よ う なこ と がないかど う か と い う のを 、 も し調べ られた ら。 その場合には、 提言と

して、 今、 ハイ リ ス ク ス コ ア と い う のがございます。 ああい う もので早めにそ う いった事

例は、 周産期センターな り 、 よ り 高次の医療機関で診て も ら う よ う に と いっ た提言ができ

る のかな と 思いま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他に ご発言はあ り ませんか。

0藤森委員 その他の と こ ろで私も書き ま したけれども 、 吸引分娩ができ な く て帝王切開

を搬送して行った と い う よ う な事例も あった と思 う んですけれども 、 自施設で急速分娩の

中で対応できない分娩方法があ るのか。 錨子 と かはまた別かも しれませんけれども 、 そ う

い う ものがある のかと い う こ と を 、 ぜひ一緒に調べて欲しいな と い う ふ う に思います。

それか ら 、 ち ょ っ と別なんですけれども 、 ち ょ っ と 循鶴認したいんですけれども 、 最初に

池ノ 上委員長のご発言の中に、 今回、 収縮薬が問題になったも のが第 1 回の提言前の事例

で した と い う お話があったんですが、 第 1 回の提言が出 された後の事例のエン ト リ ー と い

う のは大体いつごろか ら始ま る のかと い う のが分かるんでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 先生も 、 体制、 手技が可能かど う か と い う の も含めて体制の検討と い う
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こ と ですれ

そ して、 第 1 回の報告書以降の事例の検討が始ま るのはいつごろになる見通しかと い う

質問ですが、 事務局のほ う は何カメ分か り ますか。

0事務局 源) 今回の第 4 回報告書分から少 しずつ事例が入って く るか と 思いま

○池ノ 上委員長 原因分析委員会での対象に入って く る可能性がある と い う こ と ですれ

0事務局 砺R) はい。

○池ノ 上委員長 よろ しいですか。 ですから 、 こ こで我々 が報告した再発防止に関する動

きが実際の診療の場で出て く る と い う のは、 そ こ ら辺か らではないかな と い う こ と だ と思

います。

他にいかがでし ょ う か。

○板橋委員 私も 、 医療体制を取 り 上げる と い う のは必要だと思いますし、 まだこれから

触れられるのかも しれませんが、 子宮内感染の問題についてはこれまで触れられてお り ま

せん し、 重要なフ ァ ク ターである と思いますので、 ぜひ新たに検討を加えて頂ければと思

います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

板橋委員からは、 体制の問題と子宮内感染も重要な問題である ので検討してはど う か と

い う ご発言ですが、 子宮内感染が、 今、 新たに提言された と思いますけれども 、 いかがで

し ょ う か。 こ こ の中には、 資料 2 には子宮内感染も感染 と い う こ と で最初に挙げてあ り ま

すが、 いかがですか。

これに関 して、 藤森委員は何かご意見ございますか。

○藤森委員 賛成です。 私もテーマにぜひ挙げて頂き たい と い う ふ う に思ってお り ま した。

やは り 、 絨毛膜羊膜炎に軽度の胎児機能不全が加わって脳性麻痺と い う よ う な事例も あ

る ので、 そ こ の評価の仕方 と い う のは、 今後、 分娩までの時間を見る と か、 どれぐ らい見

ている のかと か、 待て る のかと い う こ と も ある と 思 う ので、 ぜひテーマ と して取 り 上げて
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頂きたい と い う ふ う み こ思います。

○池ノ 上委員長 感染については、 箕浦委員も挙げてお られるんです為 いかがですか。

先生のご意見 と して み盂

○箕浦委員 私も 、 ぜひその よ う 々 こ して頂き たいと思っています。

感染って結構あるんですれ 事例をず う っ と 見ますと ですれ 脳性麻痺だけの関連で論

じたものは余 り ないん じゃないかと思 う んです為 ぜひこれは取 り 上げて頂き たい と 思い

ます。

○池ノ 上委員長 そ う です為 今、 おっ しゃ っ た よ う “こ 、 研究 と して取 り 上げられている

のはまだ少ない、 あ るい る蝋結論的な何かが出ている と い う 論文は少ないんですけれども 、

現状が ど う い う 状況かと 。 例え P潮茵性麻痺に結果 と してな られたお子さん方の中での感染

の占める役割 と いいますか、 そ う いっ た こ と は、 恐 ら く 、 この委員会で全体的な レビュー

をする 、 そ う い う 時期に、 岩下委員もそろそろ取 り 上げていいのではないかとい う ふ う " こ

おっ しゃっ ていますけれども 、 そろそろそ う い う 時期に来たのではないかな とい う ふ 効こ

,思われます。

岩下委員、 いかがですか。 こ の感染に関 して み盂

○岩下委員 皆さんの言 う 通 り で、 1 回 こ こ で検討していただいて結論が出な く ても 、 ど

の程度脳性麻痺の要因 と して関与するのかと い う のを 、 感触だけでもつかみたい と い う こ

と でございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

それか ら体制について、 いかがで し ょ う 。 大体委員の皆様、 体制も取 り 上げるべきだ と 。

○勝村委員 資料 2 の24番になっている岩下委員の と こ ろの こ と と 、 その他の 1 番になっ

ている藤森委員の と こ ろのこ と と い う のは、 何か同 じ と い う か、 僕からする と 、 一緒にや

って も ら っ て、 それ と石渡委員長代理がお話し された こ と も含めた形で、 診療体制全体と

い う 形でやっても ら えた らいいのではないかな と思います。
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○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

体制の問題も非常に重要な問題と して各委員の皆様か ら のご発言の よ う ですが。

○川端委員 この周産期診療体制を調べて分析してい く と 、 どご＼行き着 く か と い う こ と

を気に しています。 心配 している 。

と い う のは、 相変わ らず産婦人科医が どんどん少な く なっていま して、 最近の新聞でも 、

関東の埼玉、 千葉ですか、 非常に産婦人科の医者が少な く なっ ている と 。 実際、 医者を増

やしたいんだけれども 、 一人でやるのがつ らいか ら 、 産婦人科の医者を どん どん雇いたい

んだけれども 、 みんな来て く れない と 。 ど う しても一人でやら ざる を得ない と い う よ う な

こ と 。

それか ら 、 麻酔科医を呼んで帝王切開する と 。 それも なかなか人手が得られない と い う

よ う な現実があ り ま して 、 体制を取 り 上げるのは重要だと思いますけれども 、 ど う い う 方

向に話が行 く のかな と い う 、 そ こ をち ょ っ と 心配 している と い う か、 私も分か ら ないでい

ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

心配される と い う よ り も 、 む しろ ど う い う 、 いかに こ の体制問題を議論するかと い う こ

と の具体的なステ ップと いいますか、 何 と な く 総論的には体制の問題は非常に重要だとい

う こ と は、 各委員の皆様それぞれ共通認識と してお持ちである こ と は間違いない と思 う ん

ですけれども 、 じやあ 、 そ こ に医師不足 と か、 あ る いは施設不足 と か、 ある いはも と も と

そ う い う こ と を 目 指す医学部の卒業生がいないんだと か、 看護師さ んたちの体制がなかな

かそろわないだと か、 そ こ ら辺の と こ ろまで少し踏み込んでご議論を頂ければ乙思います

けれども 、 勝村委員、 いかがですか。

○勝村委員 そ う い う議論が色々 な と こ ろで、 それぞれの立場の人のそれぞれの経験の中

から色々語られてきている 中で、 こ の制度と い う のは、 原因分析委員会のほ う は200近 く

やっ て も ら っているわけですか ら 、 その中から と り あえず淡々 と 、 ど う い う 問題が事実と
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して浮かび上がってきている のかと い う のを出 しても ら って 、 その う えで、 やっぱ り そ う

い う 経験を皆さ んお持ちの先生方で入って、 一緒に改めてき ちん と 事実を見ていって浮か

び上が らせていこ う と い う こ と が一番の大事なポイ ン ト だと思 う んです裏為

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

恐 ら く 、 事実を浮かび上が らせる とすれば、 あ る程度数値化されたものが出て く るか と

か、 その数値を ど う い う 形で取ってい く か と い う こ と の作業がない と 、 何と な く 抽象論に

終わって しま う 可能性も ある と い う ふ う に思います。

小林委員、 いかがでし ょ う か。 こ う い う ス タディ を 、 全体と して組む、 ス タディ と い う

わけ じゃ あ り ませんが、 調査を組む場合に、 そ う いっ た具体的な数値と して挙げる と い う

こ と になる と 、 ど う い う こ と が問題、 あるいは ど う い う こ と が可能 と い う か、 ち ょ っ と と

んでもない質問を振っ ちやった よ う な気が しますけれども 、 も しお考えがあ り ま した ら 、

お聞かせ頂ければと思います。

○小林委員 子宮内感染についてはあ る程度分析ができ る と思いますし、 私も 関心がある

んですが、 診療体制はなかなか……例えば重装備の分娩機関には最初か ら重症の児が来る

可能性も高いので、 そ こ ら辺を ど う やって調整するか。 つま り 、 リ ス ク の高い児 と低い児

を どの よ う に調整した らいいのかと い う のは、 確かに難しい問題だと思います。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 石渡委員長代理が最初提案されたのは、 ハイ リ ス ク ･ ロ ー リ ス

ク と い う 取 り 扱いが適正に分娩機関で分布 しているかど う か と い う こ と が主なポイ ン ト と

い う こ と ですか。 そ う ではないですか。

○石渡委員長代理 そればか り ではな く て 、 今、 田村委員から も あ り ま したよ う に 、 今、

本当 に地域格差が随分ある と思 う んですよ 又鸚 同 じ県の中でも地域格差があ り ます し、 ま

た 、 その医療圏の中で今の医療財源、 今のシステムの中でど う い う ふ う に効率よ く 、 よ り

よ く 搬送な り 周産期医療ができ るかと い う こ と について、 やは り 地域地域で考える必要が

あ るので、 そ う い う こ と への提言と 、 それか らそれがき ちん と したシステムができていな
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ければ、 やは り 行政と して取 り 組むべき であ り ます し、 また大学等々 について も 、 やは り

その地域医療、 人材を供給する と い う こ と 、 そ う い う こ と も含めて、 やは り あ る意味では

行政に対する提言にな る よ う な 、 最終的なま と め方になってい く ん じゃないかと思います。

も ち ろん、 先生の言われた リ ス ク の分別を して、 ハイ リ ス ク をよ り 早期に外来紹介する

な り センターに集める と い う こ と も も ちろん重要だと思いますけれども 、 そればか り では

な く て、 システムそのも のを地域でも う 1 回見直す、 そ う い う き っかけをつ く っ てい く う

えでは必要になる のではないかと い う よ う に思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

他にいかがで し ょ う か。 体制を考える と い う こ と は、 非常に概念 と しては重要な こ と だ

ら思 う んですけれども 、 例えば5看護師さ んの配置、 いつか福井委員もおっ しゃっていま し

たけれども 、 混合病覇東が どんどん増えてき ている と か、 反対方向に行っている医療体制 と

い う の も 、 ど う も あち こ ちでぽつぽつ と起こ っている よ う なこ と も あ り 、 そ う いっ たこ と

も含めてやっぱ り 検討する必要がある と い う ふ う に 、 福井委員、 いかがですか。 こ う い う

点について &去

○福井委員 ぜひ混合病棟の実態も踏ま えて体制を、 まず、 実態を見て頂 く と い う こ と が

必要ではないかと思います。

特に 、 平成18年の看護職の配置が変わって以降、 産科病棟はf硫斜配置でよい と い う こ と

になっていますので、 どこ の病院も看護職の配置人数が少な く なっ ている状況があ り ます。

診療報酬上は新生児も 1 人 と してカ ウ ン ト しなければな ら ないこ と になっているんですが、

その こ と が されていない病院が多いよ う に見受け られます。

こ の よ う な こ と か ら 、 分娩監視装置が装着されている と こ ろにき ちん と観察でき る看護

職が置いて頂ける よ う な体制を取って頂かない と 、 提言を していて も 、 結局は見逃して し

ま った と い う こ と になって しま う のではないかと懸念されます。 ですので、 体制について

もぜひご検討頂きたい と思います。
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○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○板橋委員 診療体制の問題を議論する と き に 、 原因分析か ら上がってきた ものか ら議論

する と い う こ と が前提にな り ます。 そ う する と 、 我々 が総論的にイ メ ージする こ と と つな

がってい く か ど う か と い う のが、 若干疑問です。 一般的には、 医療体制がよ り 不十分な施

設のほ う が リ ス ク がある と か、 地域の搬送体制がちゃん と できていない と こ ろに リ ス ク が

ある と 言われています。 しかし、 原因分析報告書から指摘してい く 場合には、 付加的な調

査を しない と 見えてき に く いのではないかと い う こ と がち ょ っ と懸念されます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

事務局のほ う “まいかがですか。 今、 原因分析委員会のほ う で収集している各個々 の事例

の中の情報に、 今、 板橋委員がち ょ っ と懸念されてお られる よ う なこ と について、 何かご

意見ございますか。

○市塚客員研究員 総論では、 私も医師 と して、 診療体制はものすご く 大事ですし、 議論

を深めていかなければいけないな と 思いますけれども 、 各論で原因分析書を見ている と 、

ま さ るこ 、 今、 板橋委員がおっ しゃ ったよ う に 、 例えば救急車を呼んで次の病院まで、 何時

に呼んで何時に着いた と 。 その着いた時間は分かるんですが、 例えば時間がかかった場合

に、 なぜこれだけかかったのかと い う のが、 例えば救急車が来なかったのかと か、 搬送先

を当たる のに時間がかかって しま ったのかと か、 そ う い う と こ ろまで背景が読めないんで

す為 そ う する と 、 なぜ時間がかかったのかが分からない と 、 ど う い う ふ う に提言 してい

った らいいのか と か、 そ う い う 個々 を見てみる と 、 なかなか議論する に値するデータが出

るのかど う かが難しいかな と 。 ま と め方が難しいな と い う のが正直ではあ り ます。

○勝村委員 今回、 テーマに投げて議論した ら 、 必ず第4 回の報告書にま と めて書かなき

やいけない と い う こ と でも ない と 思 う ので。

ただ、 やっ ぱ り 大事な議論だし、 あ く までも原因分析の結果からやってい く と い う こ と

に非常に価値がある と思 う ので、 どの程度転送されているのか。 転送と い う と 、 母体死亡
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と かのこ と も考えますけれども 、 重度脳↑型麻痺の子ども " こ関 して ど う い う こ と があ る のか。

やっぱ り まだ数字が足 らないか ら何と も言えない と い う こ 割こなるかも しれませんけれど

も 、 ど う い う 設計でど う い う ふ う に分析した らいいのか と い う ブレイ ンス トー ミ ング的に

も始めてい く と い う イ メ ージが大事なん じゃないかな と思います。

○魚翻澤鑿委員 今の議論なんですが、 私も今ある も のでそれが議論でき るのかと い う こ と を

伺いなが ら 、 ご質問があって、 全く 同 じ思いでいま した。

ただ、 も しそれが必要である な らば、 これか ら 出 して頂 く も のにそ う い う も の をき ちん

と折 り 込んで頂く こ と も大事な こ と に繋がってい く と 思 う ので、 今の段階でど う なのかと

い う こ と を少 し調べてみて、 議論を進めていった らいかがで し ょ う か。

○ 田村委員 僕は魚群雲委員の意見 と全く 同 じです。 今、 全国的にこ う い う 不幸な事例が集

め られているのはこ こだけ しかないわけです。 これを これから先続けてい く と き に 、 例え

ば搬送時間の問題一つ取ってみて も 、 それについてなぜ救急車がそれだけ遅れたのかと い

う よ う な こ と までき ちん と調べていな く て、 それをそのままに しておけば、 いつまでたっ

て も結局分析ができ ない とい う こ と になっ て しまいます。 も し明 らかに搬送に時間が、 例

えば30分以上かかった と き には必ず理由について記載して も ら う こ と と かい う よ う なこ と

を 、 これか ら先の報告書には必ず入れて も ら う と しなければ、 これか ら先、 こ の貴重な資

料か ら我々 が本当は前向き に提言できたはずの こ と ができ な く な り ます。 そ う い う 意味か

ら も 、 ぜひこれは取 り 上げるべき問題だと思っています。

○隈本委員 原因分析のほ う では、 搬送が遅れた理由が分から ない と か、 そ う い う こ と は

多々 あるんですが、 そ う は言いつつも 、 その場所を確認した り 、 周産期医療センターから

の距離を地図上で見た り と か、 そ う い う こ と をやった う えで提言のほ う に書き込んでいま

す。

だか ら 、 例えば当該分娩機関に対する提言ではな く て 、 国または地方 自治体への要望と

い う と こ ろに 、 恐 ら く 、 その体制が整っていない地域であればそ う い う 提言も載っている

23



と思いますので、 今後の検討事項の と こ ろを丁寧に拾って頂ければ、 その地域の実情みた

いなものが反映されている と思いますので、 まずは、 と り あえず拾い上げてみる と い う こ

と が必要なのではないかと私も思います。

それから 、 やは り ど う 考えて も これはおかしいん じゃないの と い う のは、 ちゃん と 当該

分娩機関への提言の と こ ろに書いてあ り ます し、 僕の記憶にある と こ ろでは、 その分娩機

関では長いこ と帝王切開をやった こ と がなかったんだけれども 、 その こ と を事前に教えて

も ら えなかったので、 帝王切開でき ない と急に言われて母体搬送になった とい う 事例があ

り ま した。

それも提言の中に、 事前にちゃん と 自分の と こ ろの診療体制について伝えるべきだと い

う よ う な提言も書いた と思いますので、 そ う い う 意味では、 丁寧に拾い上げてみれば先に

何か改善の方向性と い う のが見えるん じゃないか と い う ふ う に僕は思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがでし ょ う 。 藤森委員、 何か今、 領い

てお られま したけれども 、 よ ろ しいですか。 感染については、 も う 先生方、 大体先ほ どの

ご意見でも う そろそろテーマに取 り 上げるべきだ、 時期に来ている と い う こ と については、

も う よ ろ しいです裏為 これはある程度数値的な もの も 、 あ るいは症状その他のこ と も ピ

ッ ク ア ップでき る ので、 あ る程度分析の方向性は見え る と思 う んですけれども。

も う 一つは、 ク リ ステ レル。 子宮底の圧出について、 隈本委員、 こ の こ と ですか。

○隈本委員 こ の こ と と も 関連しています。

○池ノ 上委員長 ああ、 そ う ですか。 はい、 ど う ぞ。

○隈本委員 ぜひク リ ステ レルは、 僕は最初か ら言い続けているんですが、 ぜひやって頂

きたい。

ただ、 こ の事例を分析するだけでは、 ク リ ステ レル圧出法が行われた と い う よ う な こ と

が事例の概要に書いてあるだけで、 それが原因に繋がったかど う かについてはかな り 原因

分析委員の先生方は慎重に判断されています。
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と い う の も 、 ク リ ステ レルをやった と書いてあるだけで、 一体何キロ グラ ムの力で押し

たのかが さ っ ぱ り 分か ら ない。 あ る分娩機関では、 先生が馬乗 り ゐこなっ ていま したみたい

なこ と が書いてあった り する よ う なこ と も あっ た り 、 一方で、 ただち ょ っ と 押 しただけ と

い う もの も全部ク リ ステ レルと い う ふ う に言われているわけです。

それで、 原因分析の中では本当に隔靴掻痒 と い う か、 こ こ の と こ ろはよ く 分から ない と 。

ク リ ステ レルと い う も のが一体ど う い う も のであるかも分からない。 何をも っ てク リ ステ

レルとする と い う よ う なルールが決ま っていないので、 そ う い う 意味では、 ぜひこれを分

析して欲しいです。 実は私が申 し上げたかったのは、 メ ト ロ イ リ ンテルの時に、 メ ト ロ イ

リ ンテルがある と何と な く 臍帯脱出が起きている よ う な気がする と い う 、 そ う い う 気がす

る と い う 、 原因分析のそのデータ を使い、 新たな調査をやって頂いたんです表為 その結

果、 オッズが 3倍ぐ らい高いかも と い う よ う な、 分かってきた とい う のがあ り ます。 こ う

い う よ う なク リ ステ レルを、 こ の原因分析報告書を幾らひっ く り 返して分析して も 、 本当

にある力以上で押すと よ く ない とい う こ と が仮にある と して も 、 それは分からない と 思 う

んです。 つま り 、 原因分析では、 やは り ど う 押 したのか と い う こ と がはっ き り 分から ない

ので、 分か ら ない と しか書いていなかった り 、 あえて原因の と こ ろから外 した り している

よ う なケースがあ り 得る と思います。

だから 、 原因分析報告書の中からまず事例を出 して く る こ と は大事ですが、 それはあ く

まで ヒ ン ト だ と 。 本当 にク リ ステ レルと い う のは海外でどれぐ らい行われているのか、 そ

して行われている と した ら ど う い う ガイ ドライ ンで行われているのか、 そ して我が国では

実態と しては ど う なのかみたいなもの、 これはまた別の方法で、 例えばこ こ の中で調査グ

ループを作って も う 1 回分析する な り 、 あるいは産婦人科医会のほ う と かにお願い して さ

封こ調査を して頂 く と か、 そ う い う こ と を しない と 、 恐 ら く 、 この原因分析報告書をひっ

く り 返して も 、 何か本当に益のあ るデータは出て こないん じゃないかと い う ふ う に危惧し

ています。 ですから 、 メ ト ロ イ リ ンテルのケース を良き例 と して 、 これをき っかけに何か
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新しい調査を して頂きたい。

も う 一つ、 ついでに申 し上げる と 、 過強陣痛 と い う のも原因分析の中ではすご く 控え 目

に分析されています。 と い う のも 、 胎児心拍数陣痛図で う ま く 陣痛が取れていない と い う

ケースが多い し、 それはあ く まで相対値なので、 過強=贓南が起きていたかど う かよ く 分か

ら ない。 過強P斡痛の定義 と い う の も 、 実は、 聞 く と こ ろに よ り ます と 、 陣痛促進剤を使っ

ていない場合での過強陣痛の定義 しかな く て 、 陣痛促進剤を使っている間での過強陣痛の

定義がはっ き り しない と 。 で、 し ょ う がないか ら 、 1 分間に 1 回 と かそ う い う ルニルで評

価している と い う よ う なこ と も あ り ます。 だから 、 原因分析からはこ の話が抜けている こ

と が多いんです。

ぜひと も再発防止の観点からする と 、 この ク リ ステ レルに併せて過強陣痛についても 、

海外の定義はど う なっ ている のか、 日 本の現状はど う なっ ている のか、 新しいも し基準を

作って欲 しいんだった ら作って欲しい と いったこ と を学会にお願いする と か、 そ う い う こ

と も こ こでやって頂きたい と い う こ と で、 以上、 偽点です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

今、 ク リ ステ レルのほ う にち ょ っ と行き ま したけれども 、 子宮内感染について市塚客員

研究員、 何かご発言あ り ますか。

○市塚客員研究員 子宮内感染ですか。 やは り 冒頭で委員長がおっ しゃ られま した よ う に 、

病態ですと か、 それに基づいたf静十を出すと い う のは、 なかなかこ こでは難しいかと思い

ますが、 子宮内感染が背景にあった場合に、 ど う い う 事例で子宮内感染があったのか、 そ

の原因ですと か、 そ う いった背景はこ こで出すこ と は可能かと思いますので、 それは今ま

でのご意見も結構多いですから 、 いいかな と い う ふ う には考えてお り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

では、 ク リ ステ レルと 、 それか ら 、 今、 体制の問題ですれ それについては、 ちゃんと

した最終的な報告にまで載せられるかど う か、 特に体制については原資料が どの程度の も
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のがそろえ られるかと い う と こ ろがまだ見えていませんので、 少な く と も今後に向かって

検討を始める と い う 意味では、 体制 も含むと い う よ う な方向でど う から思いますが。

ク リ ステ レルについては、 恐 ら く 、 僕の感覚では、 ク リ ステ レル、 子宮底の圧出法プラ

ス吸引分娩と か、 いわゆる 出 口部の難産と か、 その時の取 り 扱いにク リ ステ レルと い う言

葉が独 り 歩き している。 今、 隈本委員がおっ しゃった よ う に、 色々 な レベルの子宮底圧土出

が行われている と い う こ と だろ う と思 う んです九

先だって札幌で行われま した産科婦人科学会のガイ ドライ ンの委員会でも 、 こ の ク リ ス

テ レルが議論に取 り 上げられてお り ま して、 そち ら のほ う でも動き始め る と い う 様子がち

ょ っ と感 じ られますので、 ク リ ステ レルそのも の と いいますか、 子宮底圧出 とい う こ と が

こ の脳性麻痺と い う結果か ら見て ど う い う 役割を どの よ う に していたかと い う の も 、 恐 ら

く 、 こ の再発防止委員会で今後前向き にき ちっ と 取 り 扱わなければいけない問題ではない

かな と い う ふ う に思いますが、 そ う い う感 じでよ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 ガイ ドライ ンのほ う でそ う い う のが始ま る と 、 今、 お聞き して、 よかっ たな

と思 う んですけれども 、 やっぱ り き ちん と ガイ ドライ ンを守る こ と が大事だ と思 う 話 と は、

ち ょ っ と ク リ ステ レルは違 う よ う な気がするんです為 これまでの議論で。 何がク リ ステ

レルなのか。 ど う い う メ リ ッ ト があ る のかと か、 何かかな り あいまいな形で事故が起こ っ

ている よ う な気がするので、 ク リ ステ レルに関 して iも 僕も 、 今回、 こ こ にも書いていま

すけれども 、 具体的にき ちん と現場に、 または妊産婦側にも 、 ク リ ステ レルと い う のは何

であって、 ど う い う 意味があって、 ど う い う リ ス ク があっ て 、 ど う い う ガイ ドライ ンで と

い う こ と を 、 やっ ぱ り はっ き り させる こ と が喫緊の課題だと思いますので、 ぜひお願いし

たい と い う こ と です。

それか ら も う 一つ、 子宮破裂の事例。 それが、 今、 隈本委員がおっ しゃった過強誣戰雁首 と

か、 または一度帝王切開の既往のある妊産婦云々 の話と も ち ょ っ と絡めて、 子宮破裂の事

例 と い う も のが どんな形で起こ っていて 、 やっぱ り 子宮が破裂して しま う と い う こ と を避
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けてい く ための方策が何か浮かび上がって く る可能性はないのかと い う こ と の分析も 、 テ

ーマに挙げて も ら う こ と ができた ら と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

今の子宮破裂、 隈本委員の過強陣痛と い う こ と と併せる形になる と 思いますけれども 、

子宮破裂について もやは り 検討する必要があるだろ う と い う よ う な ご提言で、 出てまい り

ま したのは、 体制 と ク リ ステ レルと子宮内感染 と子宮破裂と 。 今、 4 つ ぐ らいが委員の皆

様か ら 出てきたよ う に思いますけれども 、 こ の中で再発防止委員会 と して検討する と 。 そ

れで、 報告書にま と め られる と こ ろまでいける資料があるかど う か と い う こ と も含めて検

討する と い う よ う なお話が、 今、 進んでいる よ う に思いますが、 そこ ら辺で一応ま と めの

段階で、 さ ら にこ う いったこ と が必要だと か、 こ う い う 情報については今後事務局のほ う

でど う い う も のがあるか と か、 そ う いったち ょ っ と 具体的なご議論を頂ければと思います

が、 いかがで し ょ う か。

○ 田村委員 今の こ と に関係 しますと 、 子宮破裂が、 今までの事例の中でどの ぐ らいメ イ

ンな問題 と された事例があるんで し ょ う か。

0池ノ 上委員長 いかがですか。 分か り ますか。 事務局のほ う 、 お願い します。

○事務局 (御子柴) お手元に第 3 回報告書を資料と してご用意してお り ます。 そち らの

44ページに、 脳備麻痺発症の主たる原因 と い う 項がございますので、 そち ら も ご覧頂きな

が ら。

○上田理事 子宮破裂は単一の原因で 6件と 、 それか ら複数の原因で 1 件あ り ますから 、

7 件です。

○池ノ 上委員長 7ん88 と い う こ と ですれ 188件中 7件が子宮破裂。

○市塚客員研究員 188例が対象になってお り ま して 、 感染は単一の原因は緘毛膜羊膜炎

が 1 と い う 形になってお り ます。 その他の感染 と い う も の も含めますと 、 5 件 と い う 形に

な り ます。
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あ と 、 複数の要因のほ う では、 繊毛膜羊膜炎またはその他の感染が1 1件 と い う 形です。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 子宮破裂も 、 やは り 重要な、 数はそんなにた く さ

んあ るわけではない と は思いますけれども 、 しか し、 これは非常に重篤な合併症‘であ り ま

す し、 母児の予後に関わる と い う こ と か らすれば、 積み重ねられる分析は積み重ねて見て

いったほ う が よいのではないかと思います。 その背景 と かを分析したほ う がいいのではな

いかと い う ふ う な ご意見だろ う と 思いますが、 いかがでし ょ う か。

そ う する と 、 子宮破裂について も 、 あ る程度の分析はでき る背景の情報は原因分析委員

会に報告されているだろ う と い う こ と でよ ろ しいですれ それから感染もですれ

他にいかがで し ょ う か。

0魚鰐矮員 今の議論でテ-マ と して取 り 上げるのかど う かを検討する と い う 幾つかのこ

と が出てきたんですが、 実は、 ア ンケー ト を拝見していても 、 今まで取 り 上げたも のを継

続して見ていって も らいたい と い う 意見が幾つかあった り 、 全体と して継続的な分析を し

て頂きたい と い う よ う な意見がある 。

これまでやってきたこ と るこついては、 今回、 テーマで取 り 上げる 、 も し く はテーマで取

り 上げるか検討する こ と か ら外れる と 、 同 じ よ う な統計的な分析は されないこ と にな り ま

すか。 これから上がって く る も のについて。

○池ノ 上委員長 私の考えでは、 その統計的な分析は分析でず う っ と やっていて、 そ して

テーマをその都度 3 テーマか4 テーマか選んで、 それはその都度、 その都度、 特集 したよ

う な形でやってい く 、 そ う い う 格好だと思いますけ ど。

○魚嗣雲委員 そ う する と 、 テーマ と して取 り 上げているかど う かは別に して、 上がっ てき

ている事例は淡々 と これまでやってきたよ う なや り 方で分析されていて、 万が一その中で

何か見つか り 始めれば、 それがまた逆にそ こから新しい検討すべき事項が上がって く る可

能性がちゃん と ある と い う こ と でよ ろ しいんで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 そ う い う ふ う に認識してお り ます。 全体像と して、 事例数が どんどん重
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なっていき ますと全体数が見えてき ます。 その中でこれは重要だと 。 例えば頻度が多い と

か、 あ るいはよ り 重篤な結果になっている と かい う よ う なこ と が見えて く る と 、 またそれ

がテーマ と して繰 り 返される と い う よ う な こ と だと思います。

○魚群澤鑿委員 やっぱ り まだ始ま ったばっか り で、 まだまだ数が少ない中で、 これから上が

って く る 定年、 2 年はまだまだ と ても大事な母集団が上がってい く こ と になっていて、 そ

の中か らまた見えて く る も のがあるかも しれない と思っているんです。 それにぜひウオ ッ

チ しておいて頂きたい と い う か、 そ こ の と こ ろ をまた何かあった ら 、 も し く は淡々 と でも

結構ですので、 数字が出てきた と こ ろでご報告頂ければ、 新しい観点でディ スカ ッ シ ョ ン

すべき こ と があるん じゃないかと い う こ と を、 皆 さ んの中か ら 出 して頂けるん じゃないか

と も思 う ので、 ぜひそのこ と もお願い したい と思います。

○池ノ 上委員長 そ う です為 恐ら く 、 あ と でも ち ょ っ と事務局のほ う にお伺い しますが、

胎児心拍数の確認と か聴取 と かと い う こ と に関 しては、 今までそれのみでテーマ と して取

り 上げてきたんですけれども 、 これからは子宮内感染と胎児心拍 と か、 あ るいは子宮収縮

薬 と胎児心拍 と い う ふ う に 、 今度は横断的なテーマご と に重要なテーマが横に繋がる と い

いますか、 そ う い う 分析がだんだんでき る よ う になる のではないか と い う ふ う に思います

ので、 今、 魚群事委員がおっ しゃった よ う な統計的なも のはベース と い う 、 それが基本だと

い う ふ う に思ってお り ます。 事務局、 いかがですか。

○市塚客員研究員 心さ拍モニターはまた別で見ているのも あ り ますので、 そ う いっ たテー

マごと に横断的に見てい く 必要はあ るかと思います。

○池ノ 上委員長 ですから 、 全体と しての統計的分析 ･ 数量的分析 と い う のはず う っ と続

けなが ら 、 その資料はちゃんと残ってい く と い う こ と は、 確認、 よ ろ しいですよれ はい。

あ り が と う ございます。

○藤森委員 今の続きですけれども 、 やは り 胎児心拍数のモニタ リ ング、 新生児蘇生、 子

宮収縮薬の使用 と い う こ の 3 つは、 やっぱ り 永遠のテーマ と い う か、 これで脳性麻痺がな
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く なった よ と い う こ と 、 ぜひな く なっ て欲しいんですけれども 、 多分そ う い う 時と い う の

はまだまだ先なのかも しれないので、 この統計的な数字の記載検討と い う のはやっ ぱ り う避

け られない と い う か、 継続 していかな く ちゃいけないこ と だと思 う ので、 ぜひ幾つ力斗也の

双胎間輸血症候群と か子宮内感染、 子宮破裂と い う のはマイナーな と こ ろですけれども 、

そ こ ら辺 も取 り 上げなが ら 、 メ イ ンの こ の 3 つ と い う のはやは り ぜひ続けて報告してい く

必要性もあるん じゃないかと 、 経時的に見てい く 必要があるん じゃないかと い う ふ う に僕

は思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今のご発言のよ う なこ と で、 事務局もその収集

作業を続けて頂ければと思います。

○勝村委員 ま と めて頂いたんですけれども 、 魚絹矮員 と藤森委員の今のご意見は、 再発

防止委員会を続けている限 り 本当 にすご く 大事なこ と だ と 思 う ので、 ぜひお願いしたいと

思います。

も う L点なんですけれども 、 今度の報告書と い う 、 この分厚い冊子 と い う イ メ ージでは

ないんですけれども 、 25番の と こ ろに書いて も ら っているんですけれども 、 今回、 子宮収

縮薬を使 う と き のイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト の説明 と 同意の様式、 これを第 3 回の時に

掲載を して も ら っているんですが、 同意書なんかも特に子宮収縮薬のための ものになって

いない形も あったので、 ぜひ、 今回、 学会への要望にも書いてあったんですけれども 、 で

き るだけ早 く 再発防止委員会も絡んで、 この場には先ほどご報告あったよ う に色々 な学会

を代表する先生方がお られるので、 こ の報告書留は別だけれども 、 ぜひ至急ど う い う も の

がいいの力斗乍っ て頂けた ら と思 う の と 、 も う 一つは、 第 2 回の報告書で記載の不備云々 の

こ と でき ちん と書いても らいたい と い う こ と を出 しているんですけれども 、 その効果がい

つごろ出て く る か とい う のはまだ分からないかも しれないんですが、 やっぱ り 第 3 回でも

不明 と い う形になっている も のがかな り あっ たので、 これも現場で使いやすいものにでき

ないか、 やは り 約款 と か、 最初の段階でこれだけ全部書かなき やいけないのですよ と い う
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のはやっぱ り 見に く いので、 特に こ の辺 と こ の辺が忘繍ノ られがちなので、 こ の辺 と こ の辺

が特に大事なんだと い う のが、 現場の人たちが分か り やすいよ う なも のも別途作って配布

でき る よ う なこ と があれば、 これまでの報告書の中身をケアする こ と に も なる ので、 そ う

い う こ と ができた らいいかな と 思って書かせて も ら っているんですけれども。

○池ノ 上委員長 そ う です為 あ り が と う ございます。

こ の間、 石渡委員長代理のほ う か ら 、 医会のほ う で現時点で使ってお られるイ ンフォー

ム ド ･ コ ンセン ト のひな形を出 して頂き ま したね

○石渡委員長代理 ひな形で、 これは各医療機関でガイ ドライ ンに沿って実際のイ ンフォ

ーム ド ･ コ ンセン ト 、 その医療機関で用いる も のは独 自 に作っている と い う ふ う に思って

お り ます。 あ く までも 医会で出 しているのは、 そのひな形なんですまれ 今後、 それは当

然、 勝村委員が言われた よ う に 、 改善していかなきやいけない点はある と思 う ので。

ただ、 これをすぐに、 それを じや あ改訂しなき やいけないかと い う と 、 それはまた先生、

色々ディ スカ ッ シ ョ ン しなが ら検討しなき やいけませんか ら 、 すぐにはでき ない と思 う ん

ですけれども 、 そ う い う よ う な方向で検討は してきたい と い う ふ う に思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 産科婦人科学会のガイ ドライ ンが少 しずつ変わってい く と 、 そ

れに対応したイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト のあ り 方 と い う も のも少 しずつ変わってい く で

し ょ う し、 また こ の再発防止委員会か ら色々 な提言が出てきて、 それを参考に して頂いて、

医会の中のイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト委員会 と い う のがある のかど う か知 り ませんけれ

ども 、 そ う い う と こ ろで検討して頂 く と い う よ う な、 やっぱ り ア ップ ･ ツー ･ デイ ト な形

に。 特に こ のイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト と い う のは、 最近の ト レン ド、 ト レン ド と い う

言葉を使っ ちゃいけないのかも しれませんけれども 、 患者さ ん方に十分知って頂いて 、 そ

しで納得して頂いて医療を行 う と い う 意味でも 、 日 本中の色々 な施設で、 大学病院も含め

て総合病院等でかな り 様相が変わってきていますので、 ま た医会のほ う でもそれを前向き

にご検討頂ければと 思います。
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岩下委員、 産科婦人科学会のほ う では、 イ ンフオーム ド ･ コ ンセ ン ト を ど う こ う し よ う

と い う 委員会 と かは持ってお られないんですか。

○岩下委員 それは医会 と共同ですので、 医会のフォーム 、 あれを利用する よ う な格好で、

ダブルス タ ンダ一 団こなって もいけませんし、 統一 したも ので。

0池ノ 上委員長 そ う する と 、 合同で検討していただいている と い う 形でよ ろ しいですか。

○岩下委員 学会のほ う にも医会が作ったよ う なイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト 、 あれをひ

な形に して使 う よ う に と い う 、 そ う い う 推奨を しています。

○池ノ 上委員長 今、 板橋委員、 何かご発言。

○板橋委員 この件ではないです。

○池ノ 上委員長 ああ、 そ う ですか。

も う ち ょ っ と イ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト 、 あ るいはカルテの記載のこ と についてご意

見を伺いたい と思います。 他の委員の方、 いかがですか。

○川端委員 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト も別に委員会があるわけではな く て、 今か ら 10

年ぐ らい前で したか。 ｢外来診療のためのイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト ｣ 、 研修ノ ー ト で

出ています。

ご指摘を受けているのは、 P G E 2 錠のイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト が間違っている と

い う こ と の ご指摘を受けているんですが、 それはノ ー ト が出た後蔭添付文書の改訂が起き

たので、 それに対応でき ていない と い う こ と があ り ます。

それか ら 、 先ほ ど言いま したよ う に 、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト を行 う ための常設の

委員会 と い う のがあ り ませんので、 またそのイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト の改訂版を作る

タ イ ミ ング と い う のがあ る と 思 う んですね 添付文書が変わる度に対応 しなければいけな

い と い う 、 本当 はそ う なんでし ょ う けれども 、 なかなかそ こ まではできていない と い う こ

と があ り ますが、 タイ ミ ングを見て訂正な り 内容の変更 と い う のは、 今後、 起こ り 得るだ

ろ う と 思っ てお り ます。
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ガイ ドライ ンは最新版の情報ででき上がっていますので、 それに沿ったイ ンフォーム

ド ･ コ ンセン ト を取ってい く と い う のが正 しいあ り 方だと 。 医会か ら 出ているのは、 それ

こそ参考 と い う こ と です。

○池ノ 上委員長 そ う する と 、 各現場の医療機関が、 今、 出 されている も のをご参考にそ

れぞれ作って下さい と い う 形になっている と い う 理解でよ ろ しいですね

そこ を色々 と ア ドバイ スする よ う な 、 先生方でよ く ニュース と か色々 なも のがございま

すよれ ああい う ので、 例えば添付文書が変わ り ま した よ と い う のを出すと か、 だか らお

た く の診療所のイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト のこ こ ら辺は考慮をお願い したい と かい う 、

そ う い う こ と は可能なんですか。

○石渡委員長代理 それは可能です。

○池ノ 上委員長 そ う い う き め細か く やって頂ければ、 ア ップ ･ ツー ･ デイ ト にず う っ と

いけるん じやないかな と い う 気が しますけれども 、 ま た ご検討頂ければと思います。

○勝村委員 第 3 回の報告書の 129~ 133ページまでが、 そのひな形 と 呼ばれている も ので

すよれ これを掲載して も ら ったわけですけれども 、 これが平成22年1 0月発行の ｢研修ノ

ー ト ｣ に載っている と い う こ と なんですが、 そ う じゃないんですか。 これが平成22年のも

のにも載っている けれども 、 実際に作られたのはいつ と か、 また別なんですか。 こ の同意

書例 1 、 2 と い う のも 、 これは子宮収縮剤のためのものの同意書なんで し ょ う か。

○川端委員 私、 相当昔に出 した と思って。 間違えま したけれども 、 これは 3年前ですれ

他の内容は全て正しいですから。 添付文書の改訂は、 こ の後です。

○池ノ 上委員長 この後ですれ ですから 、 そ う い う 色々 な も のが日藷モ と共に ど う しても

変わって く る 。 それから 、 患者さ んへの説明の内容も 、 やは り 時代 と共に変わって く る と

い う と こ ろを と ら えて指導して頂いて、 それぞれの当該劾鏥設でのイ ンフォーム ド ･ コ ンセ

ン ト の作成に役に立てて も ら う と 。 それに必要な情報を発信 してい く と い う よ う な 、 そ う

い う 基本的なス タ ンスでは ど う かな と思いますけれども 、 いかがで し ょ う 。
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○勝村委員 前回の報告書で、 子宮収縮剤を使 う と き に文書で同意を取っていたのが20%

ぐ らいだったかと思 う んです。 なので、 やは り 、 こ う い う のを載せて も ら う と い う こ と 々こ

なったんですけれども 、 一応、 前回の報告書では、 1 2 8ページの上にある よ う に、 よ り 学

会 と か医会の皆さんに この内容を充実する こ と を急ぎ要望して、 それでよ り よいも のを こ

のタイ ミ ングで作って も ら っ て 、 今、 20% ぐ らいになっていたも のを、 やっぱ り 一気にき

ちん と添付文書にはちゃん と説明 と 同意を、 必要性と 副作用についてき ちん と説明を受け

て使 う と い う こ と を添付文書に明記されたわけですか ら 、 やは り そ こ をき ちん とやって も

ら う と い う こ 揉ま、 患者サイ ドからする と非常に大事なこ と だ と思 う んですよ }為

これは、 だか ら 、 再発防止委員会も こ こまで載せて、 こ う い う 1 28ページの上を書く ま

でに したんですから 、 ぜひそ こ は僕は急ぎ先生方に取 り 組んで頂きたいし、 再発防止委員

会も積極的に関わってやっていっていいんじゃないかと い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

先ほ ども 、 それぞれの関係学会 ･ 団体へ働きかけを して頂いている 、 そ う い う 立場の委

員の方がい ら っ しゃいますので、 またぜひそ う い う 方向へ動いて頂ければと 思います。 よ

ろ し く お願い致します。

他によ ろ しいでし ょ う か。

○板橋委員 話題を変えて よ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長 はい。 結構です。 ど う ぞ。

○板橋委員 第 3 回の報告書を見て も低出生体重児が約 3 割近 く 入っ ています。 事例が累

積していき ますと 、 も う 少 し数と しても増える と思いますが、 出生体重児を切 り ロ に分析

を して頂ければと思います。 そ こ には子宮内感染やF G R 、 胎児心拍の問題 と かが関わっ

て く る んで し ょ う けれども 。

も う 一つは、 この原因分析報告書が、 も ちろん産科医に と っても重要ですが、 新生児を

やっている我々 に と って も 、 そ う いったテーマがある こ と が 、 こ の報告書を よ り 積極的に
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見よ う と い う 気に も させて く れる と い う 部分が多少ある と 思いますので、 今回でな く ても

いいんですが、 今後取 り 上げて頂ければと思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今後の問題と して、 新生児についても と い う こ

と ですれ

○川端委員 同 じこ と を。

○池ノ 上委員長 同 じですか。 はい、 ど う ぞ。

○川端委員 私も 、 新生児蘇生法を具体的にその後 ど う い う 方法で、 顛末はど う なっ た と

い う よ う な分析が、 今後非常に重要になって く る だろ う と 考えています。

板橋委員の言われた よ う な低出生体重児の取 り 扱い、 それから脳の低温療法、 これ ら に

ついてはそろそ ろ分析が可能になってきている のではないかと思います。 事務局にお聞き

したいんですけれども 、 こ ち ら のほ う も手をつけてい く タイ ミ ングかな と思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 事務局のほ う での新生児。 恐 ら く 、 2 8週か ら 32週までの

あの部分の低出生体重児の こ と だと思いますが、 そのお子 さ ん方が低酸素 と か虚血と かと

い う 状態で分娩によ って生まれたお子 さんたちが、 脳低体温療法と かN I C Uにちゃんと

送られているかと か、 そ う い う こ と の調査と 。 先生、 そ う い う 意味ですね

○川端委員 正期産でも結構です。 低出生も あ り ますけれども 、 正期産でも。

○池ノ 上委員長 分か り ま した。 な る ほ ど。 いかがで し ょ う か。

○事務局 (御子柴) 脳低f粒風療法については、 後ほ ど田村委員か ら 、 ガイ ドライ ンに掲

載された時期ですと か、 推奨されている内容や適応について 、 ご教示頂ければと 思います。

原因分析報告書の中では、 新生児の経過の部分で実施されたか否かと い う こ と について

は、 記載があ り ます。 ただ、 方法の詳細ですと か、 実際の治療の詳細 と い う も のは、 原因

分析報告書の記載から分析する と い う点で稀U眼が多少あるか と思います。 実施された事例

の背景です と か、 経過について 、 可能なデータで見てみる こ と はでき るかと思いますが、

現在、 対象 と なっ ている事例が2009年、 20 l o年の児ですので、 そ う いった と こ ろ も含めて 、
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田村委員のほ う から 、 も し、 ご意見が頂戴できれば乙思います。

○池ノ 上委員長 田村委員、 いかがですか。

○田村委員 低体湿療法だけに限って言います と 、 昨年の 1 月 から 当時の藤村班の研究班

の中の分担研究の事業 と い う こ と で、 低俗!風療法の登録事業を始めてお り ます。 現在の時

点で1 15施設 ぐ らいが参加 して頂いて、 まだ登録内容その ものが完了は していませんけれ

ども 、 一応、 登録対象 と して挙げて頂いた事例が大体200例 ぐ らいあ り ます。 ですか ら 、

そろそろそち ら のほ う の事業と しては、 そ う いった事例について分析を加えてみよ う と 考

えている と こ ろです。

○池ノ 上委員長 それは、 先生、 班研究カギ可かでそれをま と めてお られる と い う こ と です

か。

○田村委員 そ う です。 一応、 藤村先生の班が終わった も のですから 、 今、 帝京大学阪本

班で、 今年も班研究を続けてお り ま して、 その主な研究テーマの一つが、 低f嗣曲療法の登

録事業 と い う研究を研究班と して今進めています。

○池ノ 上委員長 そ う ですか。 そ う する と 、 それは研究班か らアニュアルレポー トみたい

なのが出るわけですよれ

○田村委員 研究班と しては出す予定に しています。

○池ノ 上委員長 そ う する と 、 そ こ と ク ロ ス させる と い う こ と みまでき ますか。 ち ょ っ と難

しいのかな。

○上田理事 第 3 回の報告書の l 52ページに記載されていますが、 田村委員から 、 こ の低

体温療法に関 して各施設の紹介な どについてご意見がございま した。

今、 お話があ り ま した よ う に 、 研究班で取 り 組まれている状況であ り ますので、 非常に

大事なこ と であ り ますが、 l 5 2ページの (5) 、 こ う い う 形でまず紹介する こ と に しま した。

ですから 、 今後はその研究班の色々 な動き について、 少 し長期的な視点でフォ ロー させて

頂 く と い う こ と でいかがかと思っ てお り ますが。
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○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 始ま っ たばか り の事業でも あ り ますので、 川端

委員、 長期的にそ う いったこ と も 、 こ の再発防止委員会 と研究班のほ う での連携を少 し取

らせて頂く と い う 、 そ う い う感 じでよ ろ しいですか。

○川端委員 了解しま したけれども 、 こ ち ら の新生児蘇生のほ う を一つのテーマに挙げる

と 、 これは色々 なこ と を推奨する非常に扱いやすいテーマだと実は思って、 産婦人科の医

者に、 こ う い う 時にはこ う や り な さ い と い う こ と を どんどんどんどん言っていけるテーマ

かな と思いま したので。 あ と みまお任せします。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

先ほ ど、 藤森委員か ら出ま した よ う に 、 やっぱ り 新生児蘇生 とい う のはず う っ と 永遠の

テーマの う ちの一つだ と い う ふ う に して残ってい く も ので し ょ う し、 色々 な病態、 疾患に

蘇生及び蘇生後の新生児医療 とい う のが どの よ う に関わってい く か と い う のは、 やは り

我々 も しっか り フォ ロ ー していかなければいけない問題だろ う と思います。

また、 今、 制度その も のの見直しが行われてお り ますので、 板橋委員からのご提案のよ

う に 、 少 し枠を広げる と い う よ う な こ と も 、 可能性と しては議論があるかも しれません し、

私 自 身はその見直しの と こ ろは余 り よ く 分かっていませんけれども 、 そ う いっ たこ と が今

後の展開の一つにあるのではないかと い う ふ 引こ思います。

何かご発言ございますか。

○上田理事 先ほど勝村委員から 、 診療録の記載のお話がございま した。 今、 委員長がお

話し されていますよ う に 、 実は、 現在、 運営委員会で制度の見直しを行ってお り ます。 そ

の見直しの項 目 と して 、 原因分析のあ り 方な どについて も議論してお り ま して、 いずれ整

理されますと 、 やは り 診療録の記載は非常に大事ですので、 改めて見直 しの報告を受けて

診療録の記載に関 しては、 改めて働きかけを行っていきたい と思ってお り ます。

それか ら 、 先ほ どの子宮収縮薬のイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト に関 しま しては、 色々お

話があ り ま した よ う に 、 医会や学会の先生方 と も協議する 中で、 こ の委員会の中でも状況
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をご報告 させて頂 く な ど、 一緒に検討していきたい と思ってお り ます。

○隈本委員 若干しつこいよ う ですが、 ク リ ステ レルについては、 ぜひ海外、 国内外の調

査を して頂きたいんです。 海外は文献調査と か しかでき ないかも しれませんが、 今、 分娩

機関の 3割 と かにアンケー ト を取れているわけですから 、 これは再発防止に関する報告書

を ど う使われているかと い う こ と だけ じゃな く て 、 例えばク リ ステ レル圧出法と い う のを

そち らでやっていますかと 、 やっ ている場合はどの よ う に具体的にやっていますかと か、

そ う い う 調査 と い う のはできないものですかね

実は、 胎児心拍陣痛図の 1 セ ンチか 3 センチか とい う の も 、 今、 3 セ ンチが推奨される

よ う にな り ま したが、 まだまだ 1 セ ンチを使っている と こ ろは結構た く さ んあって、 そち

ら は 1 セ ンチを使っていますか、 3 センチを使っていますか、 みたいな全体像の調査と か

い う の もできればいいな と い う ふ う に思っているんですが、 これは再発防止委員会 と して、

そ う い う あ る こ と "こ限っ たアンケー ト調査と い う のはできないものでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 それは機構上、 ど う ですか。

○上田理事 基本的には、 これまでお話し していますよ う に、 こ の ｢再発防止に関する報

告書｣ は原因分析報告書を基に分析する とい う こ と が原則であ り ます。 ですか ら 、 そ う い

う 形で進めてい く こ と になる と思います。

一方、 メ ト ロ イ リ ンテルに関 しては、 医会のほ う で調査されてお られますが、 隈本委員

のご指摘の、 そ う いっ た実態を どの よ う に把握するのかは、 非常に大事なこ と ですので、

医会や関係団体にお願いするか、 あ るいは、 運営委員会において研究の進め方について議

論も あ り ますので、 プロ ジェ ク ト を作るかは、 今後色々 な議論の中で考えていきたい と思

ってお り ます。

○隈本委員 も う少 し補足 させて頂 く と 、 要する に、 1 860年頃 と い う か ら 、 明治の初めの

頃に出た論文のク リ ステ レル圧出法と い う も のがいまだに行われているが、 じや あ 日 本の

お医者さ んに、 ク リ ステ レル圧出法と は一体ど う い う も のかと 聞いて も 、 人によ って意見
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が違 う し、 こんな も の本当は僕はず う っ と 、 こ の原因分析や再発防止委員にいて、 も う や

めて欲しいな と思っているんですよ。 本当 に “二

でも 、 原因分析委員会の岡井委員長も 、 ち ょ っ と 押 した ら 出るん じゃないかな と 思って

押す気は分かる と かおっ しゃ るんだけれども 、 でも 、 本当 に激し く 押せば、 も しかした ら

それが原因で脳′曲麻痺が悪化する と い う こ と だってあ り 得る と い う ふ う るこ報告書の中にあ

るやつも あ り ます裏為 そ う い う 文章があるやつ。 そ う い う 意味では、 も う 本当はやめて

欲しいんですけれども 、 やめて欲しい と言って も 、 なかなかそれは伝わ らないと思 う ので、

例えばク リ ステ レルでやられているケースで脳性麻痺がこれだけ出ていますよ と 、 そ して

これが原因に関わった と考え られるのが何%あ り ますよ と い う 、 これだけでは、 やっぱ り

いつも脳性麻痺になった事例しか見ていないんだから 、 例えばみんながク リ ステ レルをや

っているんだった ら 、 その う ち何%か多いのは当た り 前だみたいな話になっ ちゃ う 、 否定

材料になっ ちゃ う んですれ だから こそ、 一般にク リ ステ レルって どれぐ らい行われてい

て、 そ してそれがある人に と っ てみれば、 ただ指で押すと い う もので、 あ る人に と っ てみ

ればそれは助産師が上に乗っかる も のを言 う んだと思っている と い う のでは、 全然意味が

違いますか ら 、 そ こ ら辺はぜひ実態を調査しない と 、 こ の再発防止提言ができ ない と い う

こ と であれば、 だから 、 再発防止委員会で調査しても全然問題ないん じゃないかと 。 一般

像が分かる と い う 意味でみ二 ど う で し ょ う か。

○池ノ 上委員長 箕浦委員、 いかがですか。

○箕浦委員 やっ ぱ り ク リ ステ レルなんですが、 前に ドイ ツ語の分厚いのを送って頂いて、

ドイ ツ語だったので読んでいないんですけれども 、 実際、 今、 言われたよ う をこ 、 非常に

様々 なんですれ ですから 、 これから集積するデータ については、 ク リ ステ レルと い う 記

載があった時は個々 に確認を して、 一体どの ぐ らいやったのかと い う こ と を個々 に確認し

たほ う がですれ そ う しない と 、 余 り 結果は出ないんじゃないかと思 う んですれ

○池ノ 上委員長 隈本委員も最初おっ しゃった よ う に、 色々 なク リ ステ レルと い う 、 いわ
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ゆる ク リ ステ レルと 呼ばれている も のの中に、 色々 な幅があ るんですれ

私は、 恐 ら く 、 ク リ ステ レルはそんなに激しいんじゃな く て 、 いわゆるみんなが心配し

ている ク リ ステ レルは子宮底を圧出する と い う かな り 強いマニューバだと思 う ので、 そ う

い う 手技だと思 う んですれ

ですか ら 、 そ こ ら辺の整理があ る程度 目星がついて、 そ う した らそれに基づいて どの程

度の子宮底圧土田をやっていますかと い う よ う な問いかけを しない と 、 実態がなかなかつか

めないかな と い う 、 そ う い う 危惧はするんですけれども。

いずれに しろ 、 子宮底を押して出 しますま と 。 本当 に娩出力にな り ますよ と い う よ う な

出 し方が病態論的に色々難しい と い う こ と “ま 、 大体みんな薄々分かっているんだと思 う ん

です。

ただ、 そ こ に追い込まれる病態が現場にある と 、 そ こ ら辺も併せて調べない と いけない

んじゃないかな と い う ふ う に思っていますけれども 、 先生、 いかがですか。

○石渡委員長代理 メ ト ロ については、 57万分娩で出ま したけれども 、 これを 5 年間に遡

ってやる こ と はも う決ま って、 今、 ア ンケー ト用紙を再発送した状況です。 どの ぐ らい回

収率があ るか。 多分、 回収率は落ち るん じゃ ないかと思 う んです。

それから 、 ク リ ステ レルについては ｢胎児謳土出法｣ と い う 名称になるんだと思いますけ

れども 、 一応、 全く 検討していないわけではないんです。

ただ、 ど う い う よ う なア ンケー ト を取る のが、 結果と して私たちが求めている よ う なも

のを よ り 有効に集め られるかと い う こ と から検討を始めなき やいけないので、 ク リ ステ レ

ルのや り 方について も 、 みんなそれぞれ手技が違 う し、 実際はち ょ っ と 手を当てた ぐ らい

の と こ ろまで胎児謳土出法 と い う ふ う に答えている人もいれば、 それはも う 全然そ う い う ふ

う な範嗜ではない と い う こ と で挙げて こない方もお られる し、 その辺の と こ ろを少 しク リ

アに していかない と 、 簡単にアンケー ト と言っ て もその成果が出て こ ない と思っ ているの

で、 今、 検討し始めている こ と は し始めているんです。 こ こ の再発防止委員会での委員の
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意見も聞き なが ら 、 ち ょ っ と 考えてみたい と い う よ う に思っ ています。 やろ う と い う 計画

はあったんですけれども 、 まだ、 実際、 そ こ までは行っていない、 そ う い う 状況です。

○隈本委員 ぜひ。

○川端委員 このク リ ステ レルにつき ま しては、 医師だけの問題ではない と い う こ と で、

助産師の方が相当やっている のではないかと 、 私は勝手にそ う 思っています。

と い う のは、 助産師には急速遂娩の方法はク リ ステ レルしかないんですね。 そ う する と 、

これを禁止する 、 違曇法である と い う ふ う にやった時の助産所の成 り 行き と い う んで し ょ う

か、 それに影響するのではないか と い う こ と を非常に気に しています。 問題がなければ問

題ないで、 そ う する と我々 は調査 と か方針を出すのは非常に簡単と い う か、 同 じ会員の中

での取 り 決めで済むんですが、 こ の方法論は助産所に も相当な影響を与えるだろ う と い う

こ と を思ってお り ます。 何かち ょ っ と意見を言って頂ける と 、 あ り がたいな と思っている

んですけれども。

○村上委員 ク リ ステ レルをすご く 一般的に助産所の中でや られているかと い う と 、 そ う

い う 報告はそんなには出てきていないです。

ただ、 怖いケースで、 こ こぞ と い う 時に出 さ なければいけない と き には、 やは り 最終的

な手段と して使わなければいけないこ と も ある まねと い う意見はあ り ますので、 皆無であ

る と は言いきれない と思います。

だから こそやは り 正 しい方法 と い う のか、 そ う い う も のがみんなで共有でき る こ と も必

要ではないかな と 思 う のが L点 と 、 プラス診療所等で一人の ドク ターが実際にク リ ステ レ

ルをや られる場合に、 どっ ちの立ち位置に助産師がいるかと い う と こ ろでは、 赤ちゃんを

介助 して取 り 上げるほ う なのか、 押すほ う なのかと い う と こ ろでは、 やは り 両方も あ り 得

る のかな と も思いますので、 その辺は関心がある と こ ろです。

○池ノ 上委員長 非常に現実的な議論で、 私 自身も昔はク リ ステ レルを教え られて、 それ

で急場を しのいだとい う こ と も何回も あ り ますし、 全てが悪いわけ じゃないんですけれど
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も 、 こ う い う 圧出法は危ないんですよ と か、 こ う い う 時は大丈夫でし ょ う と 、 さ っ き言い

ま した′岱拍モニタ リ ングを併用 しなが ら ちゃん と児の健常性を担保しなが らやるんですよ

と か、 そ う い う 新 しい議論をこれか ら展開 していかない と いけない と思います。 ただ児を

出すと い う だけの日幇モではも う ない と い う こ と で、 今の よ う な議論が必要になって く るん

じゃないかな と い う ふ う に思いますけれども。

○勝村委員 も し1 88の中でク リ ステ レル、 病院 ･ 助産所 ･ 診療所と かで数字はすぐには

分からないんですか。 分からないですよ }為

○事務局 (御子柴) 第 3 回の報告書に掲載してお り ますが、 施設区分ごと みこは集計して

お り ません。 全体の総数に対してイ祚野手われたかと い う こ と について記載してお り ます。

○勝村委員 薬でも効果と 副作用があって、 効果よ り も副作用が強いんだった らやっ ぱ り

薬揉ま呼べないわけで、 ク リ ステ レルと い う も のがやっぱ り どんな効果があって、 どんな

合併症があるのかとい う こ と と 、 それか らス タ ンダー ドな手技と い う も のが ど う い う も の

なのかと かい う こ と なんかも 、 やっぱ り すごく その事例を見てい く と 大事な こ と で、 これ

はできればこ こ の先生方の何人かでチームでも作って頂いて、 やっぱ り 緊急に海外の情報

な り 歴史な り 、 また現実の今の 日本の状況な り で、 やっぱ り 何かそ う い う も のを急ぎ具体

的に作ってい く 、 科学的な知見を積み重ねて作ってい く と い う こ と は、 すご く こ の件は大

事だと思 う んですよ ヌ為

やっぱ り 、 と んでもないな と思 う よ う なク リ ステ レルと い う も の を僕は何度か聞いてき

ている ので、 せめてそ う い う も のはな く なる と い う こ と は急ぎやって欲しい と思 う んです

けれども。

○池ノ 上委員長 先ほどか ら委員の皆さ んで色々議論頂いたク リ ステ レル、 いわゆる ク リ

ステ レルをテーマの一つに取 り 上げよ う と い う こ と でご議論を頂いていますので、 それに

関連して必要な情報を集める と い う 作業は、 また事務局のほ う でもやって頂ける と 思いま

すし、 また我々 の中でそれを分析する と い う こ と もでき よ う か と思います。
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ただ、 隈本委員がおっ しゃっ た よ う みこ 、 全国的な調査をばーっ と かけ る と い う のは、 今

の段階で本当に正しい実態が見えるか ど う か と い う こ と "こついてはも う ち ょ っ と検討して 、

いつかはそ う い う タイ ミ ングが必要な こ と も あるだろ う と い う ふ 効こ思いますけれども 、

ち ょ っ と今すぐ と い う のはなかなか難しいんじゃないかと 思いますが。

○隈本委員 ぜひ産婦人科医会のほ う でやって頂きたい。 調査がかかるだけで、 例えばむ

ちゃな行為は抑制がかかる とい う こ と は、 過去に何回もそ う い う 例があ り ます。 ぜひと も

調べて頂きたい し、 その実態に合わせていい提言が出せる よ う に して頂きたい と い う ふ う

に思います。 お願い します。

○川端委員 実は、 ク リ ステ レルに関 しま しては、 2年前か ら学会の講演会でテーマに取

り 上げて何と かいい方法、 いい指針みたいのを作れないか と い う こ と で 2年間検討してき

ています。 少 しずつ進んでいる と い う ふ う に私は思ってお り ます。 急に進歩はないですけ

れども 、 それこ そ方法論か ら合併症から 、 そ う い う のを検討している最中だと い う ふ う に、

今すぐやれと言われて も 、 それは難しい、 時間がかかる こ と だ と理解して下さい。

それか ら 、 ク リ ステ レルにつき ま しては、 2 年前の学会で会場の人たちにク リ ステ レル

をやった経験があ り ますかと 、 ク リ ステ レルをやっていますかと い う こ と を九州でその場

で調べたのでは、 9 割がク リ ステ レルをやる と 、 やっ ている と い う こ と です。 まだ方法論

と かはばらばらですか ら 、 信頼でき るデータではあ り ませんけれども 、 相当 の施設で行わ

れている と い う 現状です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 ク リ ステ レルも取 り 上げる と い う こ と で、 委員

の皆様のご意見が一致した ら思います。

それから子宮内感染についても 、 これはテーマ と して今回取 り 上げよ う と い う こ と も一

致 した と思います。

それから子宮破裂、 これについて も取 り 上げよ う と 。

も う 一つ、 4 つ 団こ体制について も取 り 上げて検討していこ う と 。 こ の 4 つ と も全部が
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報告書にき ちっ と した形でま と ま るかど う か と い う こ と はまた別 と して 、 少な く と もアク

シ ョ ンを始め よ う ではないかと い う こ と では、 今回、 委員の先生方のご意見 と して コ ンセ

ンサスが得られる と い う ふ う に思いますが、 そ う い う こ と でよ ろ しゅ う ございま し ょ う か。

事務局のほ う も よ ろ しいですか。

○市塚客員研究員 一つ確認ですけれども 、 子宮内感染 と い う のは繊毛膜羊膜炎も含むと

い う 形で考えて よ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 恐 ら く そ う でよ ろ しいと思いますけれども 、 幅広 く 見て

頂いたほ う がいい と思います。 あ り が と う ございます。

○藤森委員 ク リ ステ レルのほ う にまた戻って申 し訳ないんですけれども 、 私、 今回取 り

上げたいテーマの中にク リ ステ レルを入れなかったのは、 先ほ ど川端委員がおっ しゃ った

よ う に、 若干全国の コ ンセンサスがまだも う ち ょ っ と かな とい う気が したんですれ も し

取 り 上げる と い う こ と であれば、 池ノ 上委員長もおっ しゃ っ た よ う に 、 モニタ リ ング と の

関係、 つま り 徐脈になってから ク リ ステ レルを している のか、 それと も 出 ロ部でモニタ リ

ングはいいんだけれども 、 胎児の健常は確認できているんだけれども 、 も う 少 しで出そ う

だから と いっ て補助的に押しているのかとい う こ と 。

ですから 、 意外と ク リ ステ レルをやっている時とい う のは、 子宮収縮の状態も き ちん と

把握されていませんし、 胎児の心拍数も き ちん と 取れていないこ と と い う のが結構多い と

思 う んですれ なので、 そ こ をち ょ っ と 注意 して調べて頂きたいな と い う 気が します。 池

ノ 上委員長もおっ しゃっ た よ う に 、 私も ク リ ステ レルで何度も急場を しのいでと い う か、

助かっている こ と も非常に多い と い う こ と も 、 多 く の産科医は経験している こ と ですので、

決 してク リ ステ レルが僕は全て悪い と い う ふ う に思っているわけではないので、 そ こ を注

意してやっぱ り 調べて頂きたい と い う ふ う に私は思います。 よ ろ し く お願い します。

○勝村委員 ク リ ステ レルに関 しては、 原因分析報告書を も と みこ議論 してい く わけですか

ら 、 無理に、 こ う い う ふ う にする と い う ポジテ ィ ブ リ ス ト を作ろ う と するん じゃな く て 、
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やっぱ り まずこ う い う ふ う “こ してはいけない と い う ネガテ ィ ブ リ ス ト をつ く って欲しいん

です表為 こ う い う 重度の脳性麻痺になって しま っている事例でク リ ステ レルの手法でど

んなや り 方が されていて、 それは どんな影響だったのかと 。 それがス タ ンダー ドだったの

か と い う こ と については、 ク リ ステ レルと い う けれども 、 こ う い う や り 方はやっぱ り だめ

だろ う と い う も のを排除してい く ネガテ ィ ブ リ ス ト をはっ き り させてい く と い う こ と でス

タ ンダー ドを作ってい く と い う や り 方が、 僕は一番素直なや り 方の よ う な気がするんです

裏為 そ う い う ふ う に思いなが ら も 、 も う ち ょ っ と 先生方の議論も して頂きなが らですけ

れども 、 そ う い う 意味でき ちん と取 り 上げていっても ら う と い う視点もお願いできた ら と

思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他に何かご発言ございませんか。

○岩下委員 これは運営委員会の こ と で、 再発防止委員会の こ と ではない と 思 う んですが、

全部で今まで1 88例を解析した と い う こ と で、 よ く 聞かれる のは、 やは り こ う い う 事例は

実はも っ と た く さ んあるんだけれども 、 該当する分娩機関が 申請を行わない事例がかな り

あ る ん じゃ ないか と い う こ と で、 実際に2, 0 00 g 以上で在胎33週以上、 それで第 1 級また

は第 2級程度の相当の重症同脳性麻痺が発症した事例 と い う のは何例ぐ らいあるかと い う の

は把握でき ているんで し ょ う か。

と い う のは、 多分、 分娩機関 と該当する家族の間で話し合いでお さ ま って しま って本機

構に申請してこ ない事例が大分あるん じゃないかと思 う んですが、 それは事務局のほ う は

何かデータ があ るんですか。

○上田理事 実は、 運営委員会でこの制度の見直しの審議を行ってお り ます。 そ う いった

中で、 補償対象者が果た して何人になるかは、 補償の範囲ですと 力漂U余金の問題を議論す

る際に必要なデータです。

満 5 歳の誕生 日 まで申請が可能ですので、 創設の年に生まれた2 1年生まれの児は最終的

に確定するのが平成27年の中ごろにな り ます。
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そこで、 早 く そ う いった見直しを行お う と い う こ と で、 調査専門委員会を設けま して、

こ の制度の補償対象者 と考え られる推計値な ど みこついて調査を行ってお り ま して、 いずれ

6 月 までに報告する と い う こ と で今、 研究が されてお り ます。

したがいま して、 私どもはそ う いったデータ を も と るこまた今、 お話があ り ま した色々 な

課題な ども分析して、 今後の対応を考えなければいけない と思ってお り ます。

それか ら 、 いずれに しま して も 、 こ の制度が分娩に関連して発症した脳′性麻痺児に対し

て補償する 、 また原因分析を行 う と い う こ と で進めてお り ます。

実際には約款では、 出生体重が2, 000 g 以上かつ在胎週数が33週以上に該当 して、 重症

度が 1 ･ 2 級相当で、 除外基準に該当 しなければ対象と な り ます。 在朝台週数が28週か ら 33

週の間については分娩時の低酸素の状況の要件があ り ますが、 こ う いった制度についての

周知を今、 石渡委員長代理にもお願い して医会のほ う でも こ の制度の補償の考え方、 範囲

な割こついての周知な どが行われてお り ます。

これまでも周知を行ってお り ますけれども 、 引 き続き周知に努めていきたい と思ってお

り ます。

0川端委員 よ ろ し く お願い致します,

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 私はその件については、 重症化 して生まれたお

子様を診てお られるのは新生児科の先生たちなんですね 新生児料の先生が治療されて、

お子さんが退院される。 その時が一つのまたゲー ト じゃないかと思 う んですけれども 、 新

生児の先生方、 あるいは小児神経の先生方の と こ ろでの こ の制度の実行具合と いいますか、

周知 とい う のは何かつかま えていますか。

私の心配しているのは、 新生児センターを退院される段階でフ リ ーパス になっ ちゃ って

いる 、 そ う い う お子さんがい ら っ しゃ る ん じゃないかな と い う気がするんですけれども。

○田村委員 先生がおっ しゃ る通 り だろ う と 思います。 積極的にご家族のほ う から言って

こ られた り しなければ、 障害があるお子 さんだか ら と いっ て、 いつも こ う いっ た制度があ
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る と い う こ と を ご家族に説明する と い う よ う な こ と “ま、 必ず しも全ての新生児科医がやっ

ている と は限 ら ない と思います。

○池ノ上委員長 恐ら く 、 そ こ ら辺を も う 一つの見直しの対象 と してき ちっ と した掘 り 起

こ しを して頂ければ、 ま たまた こ の制度その も のが適用 されていないお子様もい ら っ しゃ

るん じゃないかと い う 、 実際は実態がつかめていないんだと思 う んですけれども 、 それも

非常に大き なこ と だろ う と 思います。 引 き続き よ ろ し く お願い します。

○石渡委員長代理 実は、 産婦人科か らは、 そ う い う補償対象者の方は今も う 離れている

と 、 なかなか産婦人科のほ う から掘 り 起こすと い う のは非常に難しいんですれ 満 5 歳ま

でが補償申請期限ですよ と い う 、 そ う い う よ う なチラ ･洒諸ずを 日本医師会を通 して都道府

県医師会にお願い していただきたい。 日 本医師会 と い う こ と にな り ますと 、 様々 な診療科

目 の先生方が加入してお り ます し、 恐 ら く 、 身体障害者の診療にあたっている先生方もそ

こ に入ってお られる と思 う んです為 ですから 、 そ う い う 意味では周知はしやすい と 思 う

んです。 それでも不十分かも しれないんですけれども 、 実際の専門調査委員会の中でも 、

やは り 500そ こ そ こ ある のではないかと い う よ う な推定が出ています。 まだ今検討中です

けれども 、 ですか ら200 と か300 と い う 、 こ う い う 少ない事例数ではない と い う ふ う に思っ

てお り ます し、 やは り せっかく こ の制度があるんですし、 やっぱ り 補償を受けるそ う い う

対象者は漏れがないよ う にする と い う こ と も非常に重要だと 思いますので、 日 本医師会の

ほ う に も協力 して頂いて、 今、 検討している と こ ろです。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 また引き続き こ の問題はみんなで検討して頂き

たい と思います。 他に何か全体を通してご質問 ･ ご発言はございませんで し ょ う か。 よ ろ

しいで し ょ う か。

それでは、 今 日 は時間内に終わ らせて頂き ます。 本当 にお忙しい と こ ろ 、 あ り が と う ご
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ざいま した。

それか ら 、 次回の委員会につき ま しては、 これは個々 の原因分析報告書に基づいてテー

マに沿った分析を行いますので非公開 と させて頂きたい と思います。 ど う ぞよ ろ し く お願

い致します。

それでは、 皆様、 ど う も あ り が と う ございま した。
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